
使
者
の
間
・
従
者
の
間

五
十
年
ぶ
り
に
復
原

毎月5日･15日･25日発 行

No.966

人 口 と 世 帯　4 月1日現在

まつど
第25回記念

会場案内とお願い

みんな遊びにおいでよ

新京成八柱駅下車またはＪＲ武蔵

野線新八柱駅下車徒歩15分

八柱駅南口から新京成バス小金

原行きで「公園中央囗」下車・馬

橋駅東口から常盤平駅行きで「水

砂」下車徒歩10分

人口460,370 人 ［- 669]

男233,339 人 〔-44 〕］

女227,031 人 ［- 229:

世帯175,761世帯［＋366:

主な内容

お願い

※大会当日は、会場

周辺道路の混雑が

予想されますので、

できるだけ電車・

バスをご利用くだ

さい。

※ごみはお持ち帰り

ください。

問こども課育成係℡366  -7354番

※大会当日の問い合わせは、こども祭実行委員会℡080 －

300-8227番(臨時電話)へ

コーナー名 内　容

ウォークラリー ゲーム方式で会場内を散策しよう

防災 ウルトラ防災クイズなどで防災知識を得よう

スタンプラリー 各コーナーを回って記念品をもらう

こどもみこし たるみこし3台が会場内を練り歩くよ

青少年相談員 親子で楽しめる手芸などしよう

ＳＬ ミニＳＬに乗って広場を一周しよう

こどもおはなしキャラバン おはなしキャラバン・こどもおはなしキャラバン

昔の遊び創作 竹細工（竹トンボ・竹うまほか）を作り自由に遊ぼう

ヨーヨー ヨーヨー作りを楽しもう

夜店 みずあめ・ポップコーンおいしいよ

フアフア みんななかよく楽しく遊ぼう

子育相談 保母・看護婦・栄養士が子育て相談を行う

音楽ショー ぬいぐるみバンド等アトラクションを見よう ※別表参照

いたずら書き 自由に絵や字を書いてみよう

迷路 あなたは上手に脱出することができるかな

国際交流のひろば 世界各国の遊びや踊りを一緒に楽しもう

冒険 手作りアスレチックを楽しもう

ちびっこ相撲 豆力士による勝ち抜き大会

レクリエーション みんなで楽しいゲームをしよう

コアラ コアラテレビが各催物を取材・ゲームも行うよ

マジックショー ふしぎなふしぎな手品の数々を間近で見よう

ガールスカウト みんなで一緒に考えよう

クイズ 難問、奇問。最後まで残ることができるかな

折り紙 かわいい動物・きれいな花など折り方を覚えよう

うでずもう 学年別・男女別の12区分による勝ち抜き大会

バザー 各育成会が品物を持ち寄り、参加者へ販売

ちびっこ太鼓・のと自慢 和太鼓のひびきをこどもたちが奏でる・のど自慢

※別表（音楽ショーでの催し物）

出演団体 演奏時間

ぬいぐるみバンド 午前11 時～11時30 分

聖徳大学附属中高等学校バトン

部＆マーチングバンド部

午前11 時40分

～午後0時10分

おはなしキャラバン 午後O時20 分～1時

専修大学松戸高校吹奏楽部 午後1時20 分～1時50分

ぬいぐるみバンド 午後2時～2 時30分

松

家

の
建

物

が

「
使

者

の
問

・
従
者

の
間

」

で

あ
る

こ
と

が
判

明

し

、

ご
好
意

に
よ
り

部

材
を
松
戸

市

に
寄
付

し
て

い
た

だ
き

、
こ

の
た

び

の

復

原
と

な
け
ま

し

た
。

４
月
2
8
日
火
か
ら
開
催
す
る
戸
定
歴
史
館
の
特
別
展
「
最
後
の
将
軍

徳
川

慶
喜
」

に
合

わ
せ

、
五
十

年
ぶ

り
に
旧

来

の
姿
に

ほ

ぽ
復

原
さ

れ

た

「
使
者

の
間

・
従
者

の
間
」

を
一
般
公

開

し
ま

す
。

春

爛
漫

の
一
日

、

ぜ
ひ
戸

定

が
丘
歴

史
公

園
に

ご
来
園

く

だ
さ

い
。

入
館
時
間
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
3
0
分
ま
で
）

休
館
日
月
曜
日
（
５
月
４
日
休
は
開
館
し
、
６
日
水
に
休
館
し
ま
す
）

入

館
料
一
般
六
十
円
、
高
校
・
大
学
生
四
十
円
、
小

・
中
学
生
二
十
円

※
第

二

・
四

土
曜

日

は
小

・
中

学
生

は
無

料
で

す
。

戸
定
邸
は
、
明
治
1
7年
に
落
成
し
た

大
名
屋
敷
の
系
譜
を
引
く
和
風
建
築
物

で
す
。
昭
和
2
6
年
に
戸
定
邸
は
、
松
戸

徳
川
家
か
ら
松
戸
市
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
が
、
「
使
者
の
間
・
従
者
の
間
」
と

呼
ば
れ
た
徳
川
慶
喜
等
の
来
訪
者
の
お

供
の
人
た
ち
が
待
機
す
る
八
畳
ふ
た
間

の
座
敷
は
撤
去
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
８
年
８
月
、
印
西
市
に
あ
る
赤
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市制５５周年

こども祭

楽しい催し物がいっぱい

雨天の場合は翌日に順延

５月３日(祝

)

[
]
は
前
月
比

清潔で明るく美しい街を目指して②

市民会議が最終提言

保育サービスを充実　　　　 ③

松戸市男女共同参画プラン
がスタート　　　　　　　 ④ ⑤

情報ヤンネル　　　　⑥⑦

「
最
後
の
将
軍
　

徳
川
慶
喜
」
特
別
展

今
回
の
特
別
展
で
は
徳
川
慶
喜
家
な
ら
び
に
松
戸
徳
川
家
の
全
面
的

な
ご
協
力
の
も
と
、
本
邦
初
公
開
と
な
る
資
料
や
遺
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
４
月
2
8
日
火
～
６
月
2
1
日
日
　
会
場
戸
定
歴
史
館
入
場
料

一
般
三
百
円
（
二
百
五
十
円
）
、
高
校
・
大
学
生
二
百
円
（
百
五
十
円
）
、

小
・
中
学
生
百
円

（
八
十
円
）

※
（
　
）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金
で
す
。

※
第
二
・
四
土
曜
日
は
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

※
入
館
時
間
・
休
館
日
は
戸
定
邸
と
同
じ
で
す
。

問
戸
定
歴
史
館

℡
3
6
2
・
2
0
5
0

番

4月28日(火)かぶ

一般公閧

午前１０時～午後３時

２１世紀の森と広場

(つどいの広場)
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清
潔
で
明
る
く
美
し
い
街
を
目
指
し
て

メ
イ
ク
松
戸
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
が
市
に
最
終
提
言

市では、あき缶などの散乱防止対策を市民くるみ

で検討するため、各界代表・一般市民からの公募・

学識経験者で組織する「松戸市あき缶などの散乱防

止対策市民会議」（通称メイク松戸ビューティフル）

を設置し、街の美観や景観を損なうごみの散乱をど

うしたら効果的に防げるかについて、いろいろな実

践活動をふまえ、議論を重ねてきました。

この市民会議から散乱防止に対する最終提言が提

出されましたので紹介します。

なお、市では最終提言を受けて、松戸駅周辺を当

面の美化重点区域とし、地域住民の皆さんやボラン

ティア団体の参加を得て、ポイ捨て防止対策モデル

事業を試行的に実施していく予定です。

清潔で美しい街の実現のため、皆さんのご理解と

ご協力をお願いします。

問清掃管理課℡366  7331 番

清

潔
で
美

し

い
街

は
、
私

た
ち
市

民

の
等

し

く
望

む
と
こ

ろ
で

あ
り

、

貴
重
な

財
産

と
も
言
え

る
も
の
で
す
。

ご
み

の
散
乱

は

、
こ

の
貴
重

な
財

産

を
損

な
う

大
き

な
要
因

と

な
っ
て

い

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

一
人
ひ

と
り

が

自
覚
し
、
ご
み

を
捨
て

る
こ
と

が
「
い

け
な

い
」
と

い
う
社

会
的

ル

ー
ル
を

、

市
民

・
事
業

者

・
行

政

が
協

力
し

て

確
立

す

る
こ
と

が
必
要

で
す

。
清

潔

で
明

る
ぐ

美
し

い
街

は
、
そ

こ

に
住

む
人

々

の
普
段

の
努
力

に
よ

っ
て

実

現

さ
れ

る
も

の
と
思

い
ま

す
。

市

民
会

議
で

は
、
散

乱

ご
み
問

題

に
対

す

る
具
体

的

な
対

策

に
つ

い
て

検
討

し

、
そ

の
結
果

を
体

系
的

に
ま

と

め
ま
し

た
。

な
お

、
対
策

の

実
施

に

あ
た

っ
て

は
、
特

に
次

の
視
点

が

重
要

で
す

。

清 潔 で 美 し い 街 づ く り は 一 人 ひ と り の 意 識 か ら

▼
捨

て

な

い
意

識

づ
く

り

ご
み
の
散
乱
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
一
人
ひ
と
り

が
ご
み
の
発
生
源

に
な
ら
な
い
と
い
う
自
覚
を
持
つ
こ

と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
散
乱
ご
み
の
現
状
や
そ
の
解

決
の
必
要
性
に
つ
い
て
広
く
認
識
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
環
境
教
育

社
会
生
活
の
基
本
と
な
る
家
庭
生

活
に
お
い
て
、
小

さ
い
時
か
ら
社
会

的
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と

は
、
基
本
的
に
重
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
な
ど
の
場

を
通
じ
て
、
市
内

の
ご
み
の
散
乱
の

現
状
と
、
そ
の
解
決
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
理
解
を
求
め
る
た
め
、
小
中

学
生
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
副
読
本

ごみのぽい捨てはやめましょう

等
に

よ
り

、
継
続
し

て
啓

発
し

て

い

く
こ

と

が
必
要

で

す
。

②
各

種
啓

発

事

業

の
実

施

多

く
の
市

民
に

主
体

的
に
取

り
組

ん
で

も
ら
う

た
め

に
は

、
広
報

ま
つ

ど
、

Ｔ
Ｖ

、
新
聞

等
の
広

報
媒

体
を

活
用

し
た
啓

発
活

動
を
行

う
こ

と

が

必
要

で
す

。

マ
ス
コ
ミ
等

の
協

力
を

得
て

、
効
果

の
高

い
啓
発

方
法

を
採

用
す

る
こ
と

が
望

ま
し

い
と
思

わ
れ

ま
す

。

ま

た
、

そ
の

一
貫
と

し
て

、
イ

ベ

ン
ト

の
実
施

も
効

果
的

で
す

。
こ

の

場
合

、
単

独

の
イ

ベ
ン
ト
で

は

な
く
、

複
数

の
イ

ベ
ン
ト

を
横
断

的

に
包
括

す
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

や
標

諸
に
よ
り
、

相
互

に
関

連
を

も
た
せ

る
こ
と

が
必

要
で
す
。
ま
た
、
　
よ
り
多
く
の
市
民

の
参

加

が
得
ら

れ
る
よ

う
に

、
参

加

者

が
楽
し

め

る
娯

楽
性

を
加

味
す

る

な
ど

の
工

夫

が
必
要

で

し

ょ
う

。

▼
捨
て

に
く

い
環

境

づ
く

り

人
は
、
き
れ
い
な
と
こ

ろ
に
は
、

ご
み
を
捨
て
に
く

い
も
の
で
す
。
こ

ま
め
な
清
掃
や
美
し
い
花
壇
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
環
境
を
常
に
き
れ
い

な
状
態

に
保

つ
こ

と
に

よ

っ
て
、

ご

み
の
ポ
イ
捨
て
を
抑
止
で
き
る
と
思

い
ま

す
。

ま
た

、

ご
み
箱

や
灰
皿

な

ど
の

ご

み

の
回
収
装

置

を
適
正

に
配
置

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

、
ご
み

の
散
乱

を

防

止
す

る
こ
と

も
有

効

な
対

策

で
し

ょ

こ

の
場

合
、
思

わ
ず
利

用

し
た

く

な

る
よ
う

な

デ
ザ
イ

ン
や
設

置
場
所

な

ど
が
す
ぐ

に

わ
か

る
よ
う

な
工

夫

が
必
要

で

す
。
こ

の
た

め
、

駅
周

辺

等
で
モ
デ
ル
事
業
を
試
行
的
に
実
施

す

る
こ

と

も
必
要

と
思

い
ま

す
。

▼

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

と

行

政

に

よ

る

支

援

市

民

の
意
識

の
啓
発

を
し

、
社

会

的
ル
ー
ル
を
確
立
し
て
い
く
場
合
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
活

動

の
役
割

は
非

常

に
重
要

で

す
。

ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

の

趣
旨

に
賛

同

す
る

、
事
業

者
も

含

め

た

い
ろ

い
ろ

な
団
体

等
と

の
ネ

ッ

ト

ワ
ー

ク
が
形

成
さ

れ
、

ボ
ラ
ン

テ

ィ

ア
の
輪

が
広

が

っ
て

い
く

こ
と

に

よ
っ
て
、
清
潔
で
明
る
く
美
し
い
街

の

実
現

が
促

進

さ
れ

る
も

の
と
思

い

ま

す
。

行

政

は
、
回

収
装
置

の
設

置
な

ど

の
環
境
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

を
積

極
的

に
支

援

し
て

い
く
こ

と

が
強
ぐ

望
ま

れ
ま
す

。

▼
条

例
等

の

制

定

に

つ

い
て

あ
き
缶
や
タ
バ
コ
な
ど
の
散
乱
を

防
止
す
る
に
は
、
市
民
の
意
識
の
啓

発
や
モ
ラ
ル
の
高
揚
と
、
市
民
や
事

業
者
の
自
主
的
な
取
り
組
み
が
最
も

大
切
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら

が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
な
内
容

の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思

い
ま
す

。

条

例

の
制
定

に
つ

い
て

は
、
当
面

、

松

戸
駅
周

辺
を

中
心

と
し
た

回
収

装

置

の
設
置

な
ど

の
環

境
整

備

や
啓

発

活
動

な

ど
の
モ

デ
ル

的

な
事

業

を
実

施

し
、
そ

の
効

果

や
市

民

の
意
向

を

把

握
す

る
な

ど
、
慎

重
に

検
討
し

、

条

例
制
定

の
効

果

が
最

大
限

発

揮
で

き

る
よ

う
、
時
期

を
選

ぶ
と
と

も

に
、

独

目
性
の
あ
る
内
容

ど
す
べ
き
で

す
。

な
お

、
条

例
に
罰

則
規
定

を
設

け

る
こ
と

に
つ

い
て

は
、
積

極
的

に
規

定

す

べ
き
と

の
意
見

と

、
他
市

で

の

罰
則
適
用
事
例
は
一
つ
も
な
く
、
そ

の
抑
止

効
果

に
つ

い
て

は
疑
問

が
あ

る
と

の
意
見

に
分

か
れ

、
当

会

議
と

し

て
は

、
統

一
し
た

見
解

を
示

す
に

は
至

り

ま
せ

ん
で
し

た

。

少
数

意
見

と
し
て

は

、
条
例

の
制

定
で
は
な
く
、
都
市
宣
言
と
す
べ
き

と

の
意
見

が
あ
り
ま

し

た
。

お

わ

り

に

こ
の
提
言
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

市
民
や
事
業
者
ど
行
政
が
共
に
協
力

し
て
、
清
潔
で
明
る
ぐ
美
し
い
街
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
市

民
会
議
は
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
「
メ
イ

ク
松
戸
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ル
」
と
し
て
、
こ
の
春
か
ら
市
民

運
動
を
開
始
し
ま
す
。

市民の声で市民がつくった松戸のための市民活動団

体がこの5 月スタートします。

市内のさまざまなイベ

ントに参加し 、ポイ捨て

防止を呼び掛けたり、ポ

イ捨てウオッチングを開

催したり、楽しくポイ捨

てごみを減らすことがで

きるように数々の企画を

立てて実施します。

私たちと一緒に活動し ません か

ご
み
処
理
に
つ
い
て

体
験
（
参
加
）
し
ま
せ
ん
か

ご

み

ツ

ア

ー

参

加

者

募

集

私
た
ち

が
毎
日
生
活
し
て
い
く
上

で
出
し
て
い
る
ご
み

が
、
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に

、
酒
掃

施
設
の
見
学

会
を
毎
月

第
二
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

対
象
市
内
在
住
の
人
（
乳
幼
児
の

参
加
は
不
可
）
　

時
間
午
前
８
時
5
0

分
～
正
午
　
コ
ー
ス
市
役
所
（
集
合
）

～
日
暮
ク
リ

ー
ン

セ
ン
タ
ー
～
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
セ
　
　
　

ン
タ
ー
和
名
ケ
谷

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
　

～
市
役
所
（
解

散
）
　
定
員
先
着
二
十
人
（
二
十
人

以
上
の
団
体
に
つ
い
て
は
別

途
申
し

込
み
可
。
ま
た

、
参
加
申
し
込
み
人

数

が
十
人
以
下
の
場
合
は
中

止
し
ま

す
）
　

費
用

無
料

※
現
在
５
月
1
3
日
・
６
月
1
0
日
分
を

受
け
付

け
て
い
ま
す
。

申
実
施
希
望
日
の
五
日
前
ま
で
に
、

電
話
で
清
掃
管
理
課
℡
3
6
6
・
7
3
3

2
番
へまた、市民や企業 、各団体や町会・学校ごとに「き

れいな街宣言」をしていただき、皆で参加する市民活

動に盛り上げていきます。

多くの人の参加をお待ちしています。

発会式…5月19日火午前10時30分から

会場…森のホール21　 レセプションホール

※入会案内書は
ヽ事務局

まで請求してください

問メイク松戸ビューティフル事務局･戸田℡361-5304 番

生

ご

み

処

理

機

の

モ

ニ

タ

ー

を

募

集

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
し

て
堆
肥
化
で
き
る
「
生
ご
み
処
理
機
」

を
、
無
料
で
貸
し
出
し
ま

す
。

対
象
市

内
に
住
所
が
あ
り
（
実
際

に
居
住
し
て
い
る
人
）
、
減
量
化
・

堆
肥
化
し
た
生
ご
み
を
自
家
処
理
で

き
る
人
　

貸
出
機
器
ナ

シ
ョ
ナ
ル
＝

り
サ
イ
ク
ラ
ー
・
生
ご
み
イ
ー
タ
ー

三
洋
電
機
＝
ゴ
ミ
ナ
イ

ス
、
パ
ロ
マ

＝
乾
く
り
ー
ん
、
日
立
家
電
＝
ご
み

パ
ッ
ク
ン
、
ヤ
ン
マ
ー
＝
た
べ
丸
工

エ
ー
ス
（
各
一
台
）
　
貸
出
期
間
平
成

1
1
年
３
月
3
1
日
ま
で

※
電
気
代

は
各
自
の
負
担
。
応

募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選

。
複
数

機
器

の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

。

申
５
月
1
4
日
木
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所

・
氏
名

・

電
話
番
号
希
望
機
器
名
、
希
望
理

由
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
8
5
8
8

松

戸
市
根
本
三
八
七
の
五
松

戸
市

役

所
清
掃
管
理
課
ご
み
を
減
ら
す
係

（
℡
3
6
6
・
7
3
3
2
番
）
へ

発
会
式
会
場
案

内
図

散
乱
ご
み
問
題
に
対
す
る

最
終
提
言

メイク松戸ビューティフル会員募集
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保
育
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

市

で

は

、
よ

り

広
く

市

民

が
保

育
所

を

利
用

し

や

す
く

す

る

た

め
、

モ

デ
ル

的
に
「
集
団

保
育

を
必
要

と
す

る
（
希

望
す

る
）
障

害
児

」
を

お

預

か

り
す

る
入

所

基
準

の
緩

和

を
図

っ

た
保

育

を
実

施

し
て

い
ま
す

。

▼
保

育

を

必

要

と
す

る

障
害

児

の

保

育

を
モ

デ

ル

的

に

実

施

平
成
1
0年
度
よ
り
、
就
労
し
て
な

い
等

の
理
由
で
保
育
所
を
利
用
で
き

な
か
っ
た
「
集
団
保
育
を
必
要
と
す

る
（
希
望
す
る
）
障
害
児
」
を
お
預

か
り
す
る
保
育
所
を
指
定
し
て
、
モ

デ
ル
的
に
入
所
基
準
の
緩
和
を
図
っ

た
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

身
体
ま
た
は
知
的
に
（

ン

デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
て
お
り
、
保
育

を
必
要
と
す
る
障
害
児
　
定
員
八
人

指
定
保
育
所
さ
く
ら
保
育
園
（
松
戸

市
小
金
原
四
の
三
七
の
一
五
・
℡
3
4
2

・
0
6
6
1

番
）
　
保
育
料
月
二
万

七
千
円

（
一
律
料
金
）

▼

一
時

保

育
制

度

に

つ

い
て

保
護
者
が
パ
ー
ト
な
ど
で
断
続
的

に
働

い
た
り
、
け
が
や
病
気
で
入
院

す
る
な
ど
、
家
庭
で
の
保
育

が
困
難

市長室発

身近な観光スポット再発見

な
場
合
に
一
時
的
に
保
育
し
ま
す
。

一
時
保
育
実
施
保
育
所
公
立

＝
牧

の
原
保
育
所
（
℡
3
8
5
・
0
9
9
7

番
）

・
新
松
戸
南
部
保
育
所
（
℡
3
4
4
・
0

0
1
0
番
）
、
民
間

＝
松
戸
南
保
育

園
（
℡
3
6
8
・
0
3
6
6

番
）
　・
け
や

き
の
森
保
育
園
（
℡
3
4
4
・
5
0
2
6

番
）
　
利
用
で
き
る
人
①
就
労
・
職

業
訓
練
・
就
学
等
に
よ
り
、
保
育
が

断
続
的
（
原
則
週
三
日
間
ま
で
）
に

困
難
と
な
る
人
②

疾
病
・
介
護

・
冠

婚
葬
祭
等
に
よ
り
、
　

緊
急
・
一
時
的
に
　

保
育

が
困
難
と
な
　
　
　
　

る
人
③
そ
の
他

保
育
時
間
公
立
保
育
所
（
平
日
午
前

８
時
3
0分
～
午
後
５
時
・
土
曜
日
は

午
後
Ｏ
時
3
0分

ま
で
）
、
民
間
保
育

園
（
平
日
午
前
７
時
～
午
後
７
時
・

十
曜
日
は
午
後
Ｏ
時
3
0分
ま
で
）

４

月

は
入

学

式

や
入

社

式

が
行

わ

れ

る
な

ど
、

新

た
な

出
発

の
月

で

す

。

松

戸
市

も
４

月

に
市

制

施
行

五

十
五

周

年

を
迎

え

、
ま

た

、
新

た

な

総
合

計
両

が
ス

タ

ー
ト

し

ま
し

た

。
新

総
合

計

幽
は

、「
住

ん
で
よ50 年ぶりに 復原さ れた「使 者の間 ・従者の間 」

一時保育料金

年齢 保育料

6力月以上

3歳未満児

3歳以上児

4時間まで　　　　　　　1,400 円

4時間を超えて1 時間毎に　400 円

4時限まで　　　　　　　　700 円

4時間を超えて1時間毎に　100 円

※年齢については、平成10 年4 月１日現在の年

齢としますO
※保育料については、直接利用した保育所にお

支払いください。

▼

産

休

や

育

休

前

で

も

入

所

の

予

約

が

で

き

ま

す

産
休

前
に
就

労
し

て

い
た
保

護
者

が
産
後

休
暇
明

け

、
も
し

く
は

育
児

休

業
明

け

に
職

場

復

帰

す

る
場

合

、

入
所

時

期
や
保

育
所

を
予

約
す

る
こ

と

が
で

き
ま
す

。

予
約
で
き
る
保
育
所
…
公
立
保
育
所

（
松
飛

台
保
育
所

は

除
ぐ
）
に
つ

い
て

は
、

生

後

六
ヵ

月

以

上

の
乳

幼

児

、

民

間
保

育
所

全
所

と
松

飛
台

保
育
所

に
つ

い
て

は
、
産

休
明

け

の
乳

幼
児

か
ら
対

象
ど

な
り
ま

す

。

問
い
ず
れ
も
保
育
課
保
育
係
℡
3
6
6
・

7
3
5
1

番

い
ま

ち

・
訪

ね

て

よ

い
ま
ち

ま

つ

ど
」

を

ま
ち

づ
く

り

の
基

本
方

針

と
し

て

お
り

、
私

は
、

こ

の
実

現

に
向

け

て

決
意

を

新
た

に

し

て

い

る
と

こ

ろ

で
す

。

さ
て

、
１

月

か

ら
始

ま

っ
た

Ｎ

Ｈ
Ｋ

の
大
河

ド
ラ

マ
「
徳

川

慶
喜

」

は

高
視

聴

率

を
得

て

い

る
よ
う

で

す

。
気

付

か

れ
て

い
る
と

は
思

い

ま

す

が
、

ド

ラ

マ
の
制

作

に
戸

定

歴

史
館

が
協
力

し

て

お
り

、
番

組

の
始

め
に
「
松

戸

市

戸
定

歴

史
館

」

の
名
前

が
紹

介

さ
れ

て

い
ま

す

。

こ

の

た
め

か

、
戸

定
歴

史

館

や
戸

定
邸

に
訪

れ

る
方

が
増
え

て
お

り
、

４

月
５

日

の
日
曜

日

に

は
千

五
百

人

以

上
も

の
方

が
来

館

さ
れ

ま
し

た

。戸

定
邸

は

、
十

五

代

将
軍

徳
川

慶

喜
公

の
実

弟

、
昭

武
公

が
実

際

遊
歩
道
「
野
菊
の
こ
み
ち
」

が
で

き
ま
し
た

矢

切

の
渡
し

か
ら

野
菊

の
墓

の
文

学
碑
ま
で

、
道
標
を
追

っ
て
小
説
「
野

菊

の
墓
」

の
ス

ト

ー
リ

ー
を

楽
し
み

な

が
ら

歩
け
ま

す
。

春
の
う

ら
ら

か
な

陽
を
浴

び

な
が

ら

、
歩

い
て
み

ま
せ

ん
か

。

交
通
松

戸
駅

か
ら
京

成

バ
ス
市
川

駅

行
き

で

「
下

矢
切

」
下
市

、
ま

た

は
北
総
線

矢
切
駅

か
ら

が
便
利
で

す
。

問

商
工

観
光
課

ｔ
3
6
6・
７
３

２

７

番

に
住

ま

わ
れ

た
明

治

の
木

造

建
物

で

、

庭
園

は

県

の
名

勝
に

指
定

さ

れ
て

い
ま

す

。
こ

の
貴
重

な
戸

定

邸

の
建

物

の
一
部

で

あ

る

「
使
者

の
間

・
従
者

の
間

」

は

、
今

ま
で

行

方

が
分

か

り
ま

せ

ん
で

し

た

。

二

年

前
こ

の
所
在

が
分

か
り

、
所

有
者

の
ご
好

意

に
よ

り

寄
付

し

て

い
た
だ

き
復

原

を
行

っ

て

い
ま

し

た

が
、

こ

の
度
完

成

の

運

び
に

な

り
私

も

先
日

見

て

き
ま

し

た
。

一
方

、
戸

定
歴

史

館

は
慶

喜
公

の

生
活

の
様

子

が
分

か

る
家

扶
日

記

や
父

の

斉
昭
公

が
慶

喜

に
あ

て

た
直

筆

の
手

紙
を
保
管

し
て

お
り
、

ま
た
昭
武
公
が
慶
応
３
年
に
パ
リ

万

博

へ
行

か

れ
た

と
き

の

貴
重

な

資

料

も
保

管
し

て

い
ま

す

。

こ

れ
ら

の
資

料

は
、

最

後

の
将

軍

徳
川

慶

喜
公

の
明

治

以

降

の
様

記念して「ふれあい22 オーブン記念フェスティバル」を開催

します。皆さんの参加をお待ちしています。

日時…５月９日出午前10 時40 分～午後2 時

会場…健康福祉会館（五香西３の7の１）

内容…福祉団体等のバザー・野菜や花の直売コーナー・健

康相談・健康展示コーナー・こども広場（人形劇・腹

話術）・演奏コーナーなど

問健康課℡366-7486 番

松

戸

市

長

選

挙

立

候

補

予

定

者

説

明

会

の

お

知

ら

せ

任
期
満
了
に
伴
う
松

戸
市
長
選
挙
が
６
月
1
4日
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴

い
、
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
ひ
実
施
し
ま
す
。

日
時
５
月
1
2日
火
午
後
２
時
か
ら
　
会
場

市
役
所
本
館
二
階
大
会
議
室

※
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
に
よ
り
、
参
加
者
は
一
候
補
に
つ
き
二
人
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
℡
3
6
6
・
7
3
8
6
番

子
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、

大
勢
の
研
究
者
や
文
化
人

の
方
が

来
館
さ
れ
大
変
感
激
し
て
帰
ら
れ

る
と
の
報
告
を
学
芸
員
か
ら
聞
か

さ
れ
、
私
も
改
め
て
戸
定
邸
や
戸

定
歴
史
館

の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識

し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

松
戸
市
の
誇
り
う

る
こ

の
戸
定

邸
・
戸
定
歴
史
館
を
多
く
の
方
々

に
見
て

い
た
だ
く
た
め
、
４
月
2
8

日
か
ら
復
原
さ
れ
た
「
使
者
の
間

・
従
者
の
間
」
を
一
般
公

開
し
、

併
せ
て
「
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
来

館
さ
れ
る
方
々
に
分
か
り
や
す

い

よ
う
案
内
板
の
設
置
や
来
館
の
記

念
と
し
て
松
戸

グ
ッ
ズ
の
販
売
所

等
を
設
け
、
戸
定
邸
・
戸
定
歴
史

館
が
松
戸
市
の
身
近
な
文
化
施
設

の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
る
よ
う

に

し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民

の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
い

た
だ
き
、
「
身
近
な
観
光
ス

ポ
ッ

ト
」
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す

。

や
わ
ら
か
く

館
を
つ
つ
む

若
葉
か
な

市

民

の

皆

さ
ん
の

声

を
直

接

お

聞

き
す

る
た

め

、
市

長
室

直

通

の

フ
ァ

ッ

ク
ス

を
設

置
し

て

い
ま

す
。

市

政
に

関
し

て

感
じ

て

い
る
こ

と

や
建

設
的

な

ご
意

見

を

お
寄

せ

く
だ

さ

い

（
三
月

末

現
在
四

百
四

十

六
件
受

信
）
。

Ｆ

Ａ
χ

３

・
2
3
0
1

番

所

得

税

の

確

定

申

告

に

間

違

い

が

あ

っ

た

ら

訂

正

を

税

額
を
多

く
申
告

…

「
更
正

の
請

求

書
」

に
必
要

事
項

を
記
入

し
て

提

出

し
て

く
だ

さ

い
。

請
求
内

容

が
正

当

と
認

め
ら

れ
た
場

合
は

、
納
め

過

ぎ

の
税

金

が
還

付

さ
れ
ま

す
。

請

求

期
間
原

則
と
し

て
申

告
期

限
か
ら

一
年
以
内
（
平
成
９
年
分
は
平
成
1
1

年

３
月
1
6
日

火
ま

で
）

税
額

を
少
な

く
申

告

…
「
修
正
中

告
書
」

に
必
要

事
項

を
記
人

し
て

提

出
し

て
く

だ
さ

い
。
税
務

署

の
調
査

前

に
自

主

的
に
修
正

申

告
を
し

た
場

合

は
、
過
少

申

告
加
算
税

が
か
か
り

ま
せ

ん

。

確

定

甲
告

を
忘

れ
て
い
た

と
き

…

直
ち
に
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税

務
署

の
調

査

前
に
自

主
的

に
期
限

後

申
告

を
し
た

場
合

は
、
無

申
告
加

算

税

が
五
％

に
軽
減

さ
れ
ま

す
。

※
修
正
申
告
お
よ
び
確
定
申
告
を
忘

れ
て

い
た
場

合
に

は
、
税

額
に

対

し
延

滞
税

が
か
か

り
ま

す
。

問
松
戸
税
務
署
3
6
3
・
1
1
7
1
番

休

館

日

変

更
の

お
知

ら
せ

次
の
市
の
施
設
は
５
月
３
日
祝
・

４
日
休
・
５
日
祝
開
館
し
、
５
月
６

日
水
に
休
館
し
ま
す
。

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
、

自
然
観
察
舎
、
栗
ケ

沢
公
園
庭
球
場
、
新
　
　

松

戸
庭
球
場

ク
リ

Ｉ

ン
セ
ン
タ
ー
内
ス
　

ポ
ー
ツ
施
設
、
戸
定

歴
史
館
、
博
物
館

※
ユ
ー
カ
リ
交
通
公

園
、
小
金
原
体

育
館
、
常
盤
平
体
育
館
、
和
名
ケ

谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
矢
切
公

民
館
、
青
少
年
会
館
、
青
少
年
会

館
樋
野
口
分
館
は
、
５
月
６
日
水

も
開
館
し
ま
す
。

問
各
施
設

工

業

統

計

調

査

広

報

用

ポ

ス

タ

ー

を

募

集

内

容
未
発

表

の
も

の
で
、

製
造
業

を

営
む
人

の
調

杏

に
対
す

る
理

解
を

深

め
調

査
協
力

が
得
ら

れ
る
も

の

規
格
縱
五
十
九
セ
ン
チ
×
横
四
十
二
セ
ン
チ
（
Ａ

二

判
）

で
縦

長
に

使
用
し

、
色

は
四

色

（
白

色

は
除
ぐ

）
以
内

。
作

品

の

中
に

通
商
産

業
省

・
都

道
府
県

・
市

区

町

村

・
工

業
統

計
調

査

・
平

成
1
0

年
1
2
月
3
1一日

の
文

字

の
す

べ
て
を
必

ず
入

れ
る
こ

と

（
こ

れ
以

外

の
文

字

や
千

葉
県

・
松
戸

市
等

の
個

別
名

が

入

る
と
無

効
）

※
応

募
資

格
は
問

い
ま

せ

ん
。

申

６
月
1
5
日
月

〔
消

印
有
効

〕
ま

で

に
、
応
募
作
品
の
裏
に
住
所
・
氏
名

・
電

話
番

号

・
職

業

を
記
入

し
て

、

〒
2
6
0
-
1
8
6
6
7
千
葉
市
中
央
区
市

場
町

一

の
一
千

葉
県

企
画

部
統
計
課

（
℡
0
4
3
・
2
2
3
・
2
2
2
7
番
）
へ

白

井

聖

地

公

園

管

理

事

務

所

の

事

務

受

付

日

が

変

更

白
井

聖
地
公

園
管

理
事

務
所

の
各

種

届
出

等

の
受

け
付

け

は
、
月
曜

日

か
ら
金
曜
日
（
祝
日
お
よ
び
1
2
月
2
9

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）
の
問
、
行

う

こ
と

に

な
り
ま
し

た

。

※
墓
参
は
今
ま
で
ど
お
り
一
年
中
で

き
ま

す

が
、
受
付

日

以
外

に
埋
蔵

（
納
骨
）
す
る
場
合
は
、
事
前
に

受
け
付

け
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ

い
。

問
緑
地
管
理
課
℡
3
6
6
・
7
3
7
9
番

８
月
3
1日
の
間
、
午
後
６
時
に
な
り

ま
す
。

問
防
災
対
策
室
℡
3
6
6
・
7
3
0
9
番

納

期

内

の

納

付

に
ご

協
力

を

４
月
３
日
木
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

（
第
一
期
）
の
納

期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
収
納
課
管
理
係

℡
3
6
6
・
7
3
2
5

番

●

健康福祉会館｢ ふれあい22｣

が常盤平地区に開館しました。

この会館は市民の皆さんの

健康づくリ・児童の早期療育

の充実および障害を持った人

の社会活動への参加を促進し

ます。この会館のオープンを

健康福祉会館「ふれあい22 」

オープン記念フェスティバルを開催

市制55 周年

防
災
行
政
用
無
線

局
で
放
送
し
て

い
る

「
歌
の
街
」
の
放
送

時
間
が
５
月
１
日
～

「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間
が
変
わ

り
ま
す

川井敏久
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西
暦
2
0
2
0
年
め
ざ
す
ま
ち
の

姿

「
松
戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
ス
タ
ー
ト

女
性
と
男
性
　
と
も
に
創
る
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

市
で
は

、
男
女
共
同

参
画
社
会
の

あ
る
べ
き
姿
を

展
望

し
、
そ
の

実
現
に
向
け

て
の
指
針
と

な
る
計
画
の

策
定
に

市
民
の

皆
さ
ん
と

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

こ
の
た
び
、
「
松
戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が
完
成

し
、
平
成
3
2年
（
西
暦
二
〇
二
〇
年
）
「
め
ざ
す
ま
ち
の

姿
」

の
実
現
に

向
け
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の

概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
℡
3
6
4
・
8
7
7
8
番

(表1)

男女共同参画の観点から

いきいきした市民の顔や子どもの活力にあふれ、

豊かな水辺やみどりのある自然とふれあうことができるここちよい地域、

歴史や文化の香りのなかで活き活きとした都市活動が展開される風格あるまち、

これが松戸市の2020 年の将来像です。

その松戸のまちを舞台にして、

女性も男性も主体的に職場、家庭、学校、地域など、

あらゆる分野で性別にとらわれることなく、

それぞれの有する能力を発揮し、

対等なパートナーとして社会に参画し、

自立的な生活を営むことによって、

地域の活力が維持・増進され、

将来にわたって自分らしく安心して暮らせるまち、

これが松戸市のめざす「男女共同参画」のまちの姿です。

市

で

は
、
女

性
施

策

の
こ

れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
対
す
る
評
価
や
反
省

に

立
ち

、
引

き
続

き
取
り

組
む

べ

き

課

題

や
社
会

情
勢

等
の
変

化
な

ど

か

ら

生
じ

た
新

た
な
課

題
に

適
切

に
対

応

す

る
た
め

、
平
成

３
年

に
策

定
し

た
「
松
戸
市
女
性
行
動
計
画
」
を
全

面

的
に

改
め

、
新
た

に

「
松
戸

市
男

女
共

同

参
画

プ
ラ

ン
」

を
策
定

し
ま

し

た
。
プ

ラ
ン

の
期
間

は

、
同

じ
く
平

成

稍一
年
４

月
に

ス

タ
ー
ト
し

た

「
松
戸

市
総
合
計
画
」
と
の
整
合
性
を
図
り
、

平

成
3
2
年
（
西

暦
二

〇

二

〇

年

）
を

「
め

ざ

す

ま
ち

の

姿
（
表

Ｉ
）
」
実

現

の
ゴ

ー
ル
と
し

て

い
ま
す

。

●
プ
ラ
ン
の
構
成

プ

ラ

ン
は

、「
基

本

計
両

」
と
「

実

あ
な
た
の
健
康

血
管
造
影
と
は

●
プ
ラ
ン
の
特
徴

施
計
画

」

で
構

成
さ

れ
、
図

１

の
よ

う

な
密
接

に
連

携
し
た

ピ

ラ
ミ
ッ

ド

構
造

を
し

て

い
ま

す

。

「

基

本

計

画

」

平
成
3
2
年
ま
で
に
実
現
し
た
い
松

戸

の
男
女

共
同
参
画

社
会

の
ま
ち

の

姿

を
示

し

て

い
ま

す

。

「

実

施

計

画

」

「
め
ざ

す
ま

ち

の
姿

」

の
実
現

に

向
け

て
、

市
民

と
行

政
が

一
体
と

な

っ
て
取

り

組
む

具
体

的
な
方

向
を
示

し
た

も

の
で
す

。

※
「
基
本

計
画
」

は
十

年
を

一
区
切

り

と
し

て
、「
実

施
計
画

」
は
五

年

ご
と
に

計
画

の
進
捗

状
況

や
社
会

情
勢

の
変
化

な
ど

に
応
じ

て
、

そ

れ
ぞ

れ
見
直

し
を
行

っ
て

い
き
ま

す
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
は
三

つ
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

目
的
明

確
化
の
視
点

男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
平
成

3
2
年
の
松
戸
の
ま
ち
の
将
来
像
を
描

き
、
そ
の
実
現
を
め
ざ
し
て
取
口
組

む
道
筋
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

社
会
計
画

の
視
点

松

戸
市
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
者

が
取
り
組
む
計
画
と
し
て
、
市
民

、

民
間
団
体
、
企
業
お
よ
び
行
政
等
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
。

一
体
と
な
っ
て
め
ざ
す
ま
ち
の
姿
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

評
価
重
視
型

計
画
の
視
点

プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
を
客
観
的
に

評
価
す
る
た
め
に
、
意
識
調
査
や
実

態
調
査
な
ど
か
ら
で
き
る
限
り
数
値

で
評
価
し
ま
す
。

プ

ラ

ン

策

定

に

あ

た

っ

て

第
三
次
松
戸
市
女
性
行
動
計
画

推
進
協
議
会
会
長
　
船

橋
邦
子
さ
ん

市

民
の
ニ

ー
ズ
を

活
か

し
た

松

戸
の
独

自

性
の

あ
る

プ
ラ
ン

を
作

り
た

い
と

い
う

熱
い

思
い
と

努
力

の
結
晶

と

し
て

、
他

に
例

を
見

な

い
先

駆
的

な
「

松
戸

市
男

女
共

同

参
画
プ
ラ
ン
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

二
〇

二

〇
年

、
性

別
に
と

ら

わ

れ
ず

、
自

分
ら

し

く
個
性

を
活

か

し
た
輝

く

市
民

の
希

望
と

活
力

に

あ
ふ

れ
た

ま
ち

、
松

戸
の

あ

る
べ

き
姿

を
こ

の
プ

ラ
ン

は
明

確
に

示

し
て
い
ま

す
。

私

は

、
市
民
と

行

政
の

パ

ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
た
こ

と
を
誇
り
に
し

、

一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
プ
ラ
ン

実
施
の
担
い
手
と
し
て
、
行
政
の

施
策
の

進
捗
状
況

を
見
守
り

つ

つ

、
目
標
に
向
か
っ
て
、
共
に
歩

ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
願
つ
て
や

み
ま
せ
ん
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
、
行

政
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
松
戸
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
策
定
記
念
講
演
会

５
月
1
1
日
月
午
後
２
時
～
４
時

（
開
場
は
午
後
１
時
３
分
）
　

会

場
衛
生
会
館
ホ
ー
ル
　
講
師
第
三

次
松
戸
市
女
性
行
動
計
画
推
進
協

議
会
会
長
・
大
阪
女
子
大
学
教
授

船
橋
邦
子
氏

申
５
月
８
日
金
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
女
性
セ
ン
タ

ー
ゆ
う
ま
つ
ど
℡
3
6
4
・
8
7
7
8

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
4
・
7
8
8
8
番
へ

血
管

造
影

（
撮
影

）
と

は
、

直

径
ニ

ミ
リ
前

後
の
カ
テ

ー
テ
ル
（
細

い
ポ
リ

エ
チ

レ
ン

な
ど

の
チ
ュ

ー

ブ
）
を
動

脈
や

静
脈

に
挿
入

し
て

、

目

的

と
す

る
血
管

に
進

め
て
撮
影

す

る
技

術
で

す
。
こ

の
際

、
血

管

が
Ｘ
線

写

具
に
よ

く
写

る
よ
う

カ

テ

ー
テ
ル

か
ら
造

影
剤
と

呼

ば
れ

る
ヨ

ー

ド
剤

を
注
入

し
ま

す

。

し

か
し
最

近
で

は

、
Ｃ

Ｔ

、
Ｍ

Ｒ
Ｉ

、
超
音

波
検

査
等

で
も

あ
る

程
度

血
管

を
観
察

す

る
こ

と

が
で

き

る
よ
う

に
な

っ
て

き
ま

し
た

の

で
、
こ
の
精
密
な
検
査
法
は
以
前

に
比

べ
多
用

さ

れ
な
く

な

っ
て

き

た
よ

う
で

す
。

痛
み
無
く

、
操
作

も
簡
単
に
な

っ
た血

管
造
影
は
一
般
の
Ｘ
線
検
査

や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
超
音
波
検
査

に
比
べ
る
と
、
血
管
内
に

カ
テ
ー

テ
ル
を
入
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

ご
く
わ
ず
か
の
痛
み
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
局

所
麻
酔
な
ど
を
し
て
か
ら
行
い
ま

す
の
で
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
。

カ
テ
ー
テ
ル
挿
入
も
経
皮
カ
テ
ー

テ
ル
法
（
皮
膚
を
切
開
せ
ず
に
カ

テ
ー
テ
ル
を
体
内
に
入
れ
る
）
と

呼
ば
れ
て
い
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使

い
ま
す
の
で
、
外
科
的
な
方
法
で

切
開
す
る
必
要
は
な
い
の
で
す
。

カ
テ
ー
テ
ル
を
目
指
す
血
管
に

進
め
る
に
は
、
Ｘ
線
テ
レ
ビ
に
よ

る
透
視
で
行

い
ま
す
が
、
体
内
で

は
ほ
と
ん
ど
の
血
管
が
連
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
撮
影
し
た
い
血
管

ヘ
カ
テ
ー
テ
ル
を
誘
導
す
る
こ
と

は
、
比
較
的
容
易
で
す
。

ま

た
、

造
影
剤

を
注
入

す

る
際

に
は
多
少
の
熱
感
を
伴
い
ま
す
が
、

現
在

は
刺
激

の
少

な

い
造
影

剤
に

す

べ
て
変

わ
り
ま

し
た

の
で

、
苦

痛
を
伴

う
こ

と

は
ま
ず

あ
り
ま

せ

ん
。

こ

の
検
査
法
の
目

的
は

こ

の
検
査

は

血
管
を

フ

イ
ル

ム

上
に

鮮
明

に
映
し

出
す

の

が
目

的

で
す

が
、

血
管
自

体

の
病
変

、
た

と
え

ば
狭
窄

や
閉

塞
、

拡
張

や
血

管
壁

が
破

れ
て
出

血

が
起
こ

っ
て
・

い
る
場
合

等

の
診

断
に

は
欠

か
せ

な

い
検

査
で

す

。
ま
た

、

が
ん
な

ど

の
悪

性

腫
瘍

に
対
し

て
も

、
そ

の
広

が
り
を

見
た

り
、

血
管

腫
等

の
良
性
腫
瘍
と
鑑
別
し
た
り
す
る

た

め
に
も

応
用

さ
れ
て

い
ま

す
。

そ

の
ほ
か
大

き

な
手
術

を
す

る
前

に
、

付
近

の
血
管

が
ど

の
よ

う
に

走

っ
て

い
る
か

を
確
認

す

る
た

め

に
、

血
管

造
影

を
す

る
こ
と

も
少

な
く

あ
り
ま

せ

ん
。

最

近
で

は
、

血
管
造

影

の
技
術

を
使

っ
て

血
管

の
狭
窄

部
位

を
広

げ
た

り
、
閉

塞

部
位
を

開
通

さ
せ

た
り

、
腫

瘍

が
栄
養

に
し
て

い
る

血
管
を
遮
断
し
た
り
す
る
こ
と
も
、

行

わ
れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
ま
し

た

。

（

松

戸

市

医

師

会

）

西暦2020年めざすまちの姿
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基
本
計
画

平

成

２
年
（
酉
暦

二
〇
二

〇
年

）
め

ざ
す
ま

ち

の
姿
で

あ
る

「
男
女
共
同

参
画

社
会

の
実

現
」
を
目

的
と
し

て
、

次
の
四

つ

の
目
標

を
設

足
し
、

五

つ

の
手
段

に
よ

る
取

り
組
み

を
し

ま
す

（
図

２
）
。

目

標

１

女
性
と
男
性
の

あ
ら

ゆ
る
分
野

へ

の
参
画
を
高
め

る

女
性
と
男
性
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ

ー
と
し
て
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
社

会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参
画
し
、
そ

の
持
て
る
能
力
や
個
性
を
遺
憾
な
く

発
揮
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

２

よ
り
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
よ
う

に
す

る

男
女
が
お
互
い
の
人
格
を
尊
重
し

合
い
、
多
様
な
生
き
方
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

３

個

人

の

自

立

性

を

高

め

る

男

女

の
対

等
な

パ
ー
ト

ナ

ー
シ

ッ

プ
を
確
立
す
る
た
め
に
、
女
性
は
自

己
を

表

現
し
、

主
張

し
、

意
欲

と
自

信
を

も

っ
て
主

体

的
に
生

き
て

い
く

力
を

つ

け
、
男

性
は

、
従

来

の
価

値

観

や
日

標
像

に
と
ら

わ

れ
ず
、

地
域

や
家

族

の

．
員

と
し

て

の
役
割

を
女

性
と
と
も
に
担
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

４

計
画
の
実
現

可
能
性
を
高
め

る

関
係
機
関
等
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
積
極
的
に

プ
ラ
ン
推
進
に
取
り

組
む
市
民
、
民
間
団
体
、
企
業
等
を

増
や
す
と
と
も
に
、
取
り
組
み
結
果

を
客
観
的
に
評
価
す
る
生
産
性
の
高

い
業
績
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

手
段

①
社

会

参
画

の

機
会

の
確

保
と
環

境

の
整

備（
職

場

、
家
庭

、
地

域
等
）

既

存

の

社
会

シ
ス

テ

ム

や

慣
行

、

価

値
観

等
を

見
直

し
し

、
男
女

が
有

す
る
能

力

や
個
性

を
社

会

の
あ
ら

ゆ

る
場
で

最
大

限
発

揮
で

き

る
よ
う

に

し

ま
す

。

②
人
権
擁
護
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と

支
援
シ
ス
テ
ム
の
整
備

個
人
は
も
と
よ
り
、
社
会
全
体
で

よ
り
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

顫
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
〔
女

性
が
力
（
パ
ワ
ー
）
を
つ
け

る
こ

と
〕
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
支

援

シ
ス
テ
ム
の
整
備

女
性
が
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
見

極
め
、
自
ら
変
革
し
て
い
く

力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

④
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
健
、

医
療

、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

す
べ
て
の
男
女
が
、
健
や
か
に
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

⑤
計
画

推
進
体
制

の
整
備

松

戸
市
を
構
成
す

る
す
べ
て
の
者

が

。
体
と
な
っ
て
計
画
を
推
進
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

実
施
計
画
実

施

計

画

基
本

計
画

で
掲

げ
た
五

つ

の
手

段

が
目
的

に

な
っ
て

い
ま

す
。
こ

の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
目
標
が
ら
設
定

さ

れ
、
よ
り

具
体

的
な
手

段

に
よ

る

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
ま
す
（
図
３
）
。

優
先
的
に
取
り
組
む
五
つ
の
基

盤
整
備
事
業

平
成
1
0
年
か
ら
1
4
年
ま
で
の
第
一

次
実
施
計
画
期
間
で
は
、
基
盤
と
な

る
次
の
五
つ
の
事
業
か
ら
優
先
し
て

着
手
し
ま
す
。
ま
た
そ
の
中
で
緊
急

度
な
ど
を
考
慮
し
、
優
先
順
位
を
つ

け
て
順
次
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

☆
女
性
の
就
労
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開

発
と
支
援

シ
ス
テ

ム
の
整
備

女
性
が
初
め
て
就
労
す
る
場
合
、

育
児
や
介
護
を
し
な
が
ら
再
就
職
す

る
場
合
、
結
婚
や
出
産
を
し
て
も
退

職
せ

ず
に
就

労
を
続
け
る
場

合
な
ど
、

女

性

の
ラ
イ

フ
ス

テ

ー
ジ
に
対

応
し

た
働

き
や
す

い
職

場
環

境
や
制

度

を

つ
く

る
た

め
の
取
ひ

組
み

を
し

ま
す
。

☆

ジ

ェ

ン

ダ

ー

フ
リ

ー

学

習

プ

囗

グ

ラ

ム

の

開

発

と

支

援

シ

ス

テ

ム

の

整

備

ジ
ェ
ン

ダ

ー

（
文
化

的
社

会
的

に

つ
く

ら
れ

た
性
別

）
に

敏
感

な
視

点

を

も
っ
た

教
師

が
多
く

な

る
よ
う

に

学
習

プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開

発
し

、
実

践

を
通

し
て
児

童

・
生
徒

の
ジ

ェ

ン

ダ

ー
フ
リ

ー
意
識
を
育
て
て

い
き
ま

す
。

ま

た
市
民

の
学

習

プ
ロ

グ
ラ
ム

も
開

発
し

ま
す

。

☆

女

性
の
人

権
擁

護
プ
ロ

グ
ラ
ム

の

開

発

と

支

援

シ

ス

テ

ム

の

整

備

男

女

が
対
等

な
社
会

の
構

成
員

で

あ

る
た

め
に
は

、
ま

ず
お
互

い
の
人

権

を
尊
重

す

る
こ
と

が
基
本

で

す
。

こ

の
た

め
、
人

権

感
覚
に

す
ぐ

れ
た

市

民

の
多

く
住

む
ま

ち

づ
く

り

に
向

け

て
取
り

組

ん
で

い
き
ま

す
。

☆
女

性
の

エ
ン
バ
ワ
ー
メ
ン
ト

プ

ロ

グ
ラ

ム
の
開
発
と
支
援

シ
ス

テ

ム
の

整
備

女
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
画
す
る
た
め
に
は
、
自
分
か
置
か

れ
て
い
る
状
況
を
客
観
的
に
と
ら
え

て
表
現
し
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら

対
等
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
そ
し
て
自
ら
の
状
況
を
変
え
て

い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
基
本

で
す
。
こ

の
た
め
個
々
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
と
支
援
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま

す
。

☆
業

績
評
価

シ
ス
テ
ム
の
構
築

男
女
共
回
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
結
果
を

客
観
的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
市

民
の
参
画
を
得
て
進
捗
状
況
の
評
価

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

このまちに人権文化を築
くために

前

回
は
外

国
籍

市
民

の
現
状

に

つ

い

て
お

知

ら

せ
し

ま

し

た

が

、

現
在

、
市
内

に
は

約
五
千

九
百

人

の
外
国

籍
市

民

が
、『
技

術
』
や
「
人

文
知

識
・
国

際
業
務
≒

留

学
≒

家

族
滞

在
」
「
日

本
人

の
配
偶

者
等
」

「
定
住
者

」
な
ど

の
さ
ま

ざ
ま

な
在

留

資

格
で

滞
在
し

て

い
ま
す

。

と
こ

ろ
で
『
外

国
人
』
と

い
う
と

、

あ

な
た

は
ど

の
よ
う

な
人
を

思

い

浮

か
べ

る
で
し

ょ
う

か
。
肌

の
色

や
容

貌
な

ど

が
は

っ
き
り
と
異

な

る
「
外

国
人
」
も

い
れ

ば
、
日

本
人

と

の
差
異

が
識
別

で

き
な

い

「
外

国
人

」
も

い
ま

す
。

例
え

ば
、
現

在

で
は
三

世

・
四
世

の
世
代

が
中

心

に
な

っ
て

い
る
旧
来

外
国

人

の

よ

う

に

、
日

本

に

生

ま

れ
育

ち

、

日

本
語
能

力
を

身
に
付

け
、
日

本

の
文
化

も
理

解
す
る
人
た
ち
で
す
。

市

内
に

は
、
現
在

、
特

別
永
往

者

の
在

留
資

格
を

持

つ
外

国
籍

市
民

が
約
千
人

い
ま

す
。

ま
た

一
方

で

は

、「
外

国

人
」
の
よ
う

に
見

え

て

も
日
本
国
籍
を
持
つ
人
も
い
ま
す
。

日

本

は
、
国

連

の

「
国
際

人
権

規

約
」
「
難
民

条
約
」
「
人
種

差

別

撤

廃
条
約

」

な
ど

の
批
准
国

で
す

が
、
外
国

人

の
人
権

が
十
分

に
保

障

さ

れ
た
状
況

に

は
至

っ
て

い
ま

せ

ん

。
特
定

の
民
族

や
人
種

、

国

籍

に
対

す

る
日

本
人

の
偏
見

や
差

別

意

識

は

依

然
と

し

て

根

強
く

、

入

居
差

別

や
就

職
差

別
、
各

種

サ

ー
ビ

ス
の
利
用

等

で
の
差
別

が
見

受

け
ら

れ
ま

す
。

ま
た

、
外

国

人

が
日

本
国
籍

を
取
得

し
た

か
ら

と

（国連の人権のロゴマーク）
ＮＯ.５

外国籍市民の現状と人権②

市民相談室人権担当

問い合わせ℡366-7319番　教育委員員会規
格調整室人権担当
℡366―7455番

い
っ
て

、
差
別

を
受

け

な
く

な
る

と

い
う
わ
け
で

は
な
い
と
こ
ろ
に

、

偏

見

の
根
深

さ

が
あ
る

よ
う

に
思

わ
れ
ま

す

。
外

国
人

が
生
活
し

や

す

い
環

境

づ

く
り

に

つ

い
て

は

、

こ

れ
か
ら
と

い
う

の
が
現

状
で
す
。

国
際

化

の
時
代

に
あ

っ
て

、
多

様

な
文

化
を

持

っ
た
外
国

人
と

の

共

生
を

ど

の
よ
う

に
模

索
し
て

い

く

の
か
、
ま

た
、
日

本
人

の
人

権

と
同
様

に

ど
こ
ま

で
外
国

人

の
人

権

を
尊

重
し

て

い
け
る

か

が
問

わ

れ
て

い
ま

す
。
排

除
か
同

化

か
で

は
な
く

、
多
様

な

人
々

が
共

に
生

き
、
そ

の
個

性

や
文

化

や
人
権

が

尊

重

さ
れ

る
社
会

は
、
外

国
人

だ

け
で

は
な

く
、
多

く

の
人
に

と

っ

て
も
住

み

や
す

い
社
会

と
な

る

の

で
は

な

い
で
し

ょ
う

か

。

ど
こ

に
住

ん
で

い
て

も
外
国

人

で
あ

る
こ

と
に
よ

っ
て

差
別

を
さ

れ

な
い
、

そ
の

よ
う

な
社
会

づ
く

り

が
、
こ

の
日
本

で
も

求
め

ら
れ

て

い
ま
す

。
ス

ー
プ
鍋

で
は

な
く

サ

ラ
ダ

ボ
ウ
ル

ヘ

ー

ひ
と

つ
の

鍋

の
中

へ

溶
か
し

込
む

社
会

で
は

な
く

、
一

人
ひ
と

り

の
個
性

や
多

様
な
文
化
か
尊
重
さ
れ
、
共
存
で

き

る
社
会

。
人
権

と

い
う
視

点
か

ら

、
私
た

ち

が
目

指
し

て

い
く

の

は
、
そ
の
よ
う
な
共
生
社
会
で
す
。
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プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

「
こ

ど

も

の

日

特
別

投

影

」

５
月
５
日
祝
　
会
場
市
民
会
館
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
　
投
影
時
間
午
前

1
0
時
・
午
後
１
時
3
0
分
・
３
時
3
0
分

（
一
般
投
影
は
な
し
。
三
十
分
前
か
ら

入
場
券
を
発
売
）
　
内
容
こ
ど
も
の

日
に
ち
な
ん
だ
幼
児
向
け
の
番

組

費
用
小
人
無
料
・
大
人
五
十
一
円

問
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
℡

3
6
8
-
1
2
3
7
番

松
戸

西
・
北
子

ど
も
劇
場
「
パ
パ

あ
べ
こ
べ

ぼ
く
」
（
劇
団
朋
友
）

５
月
９
日
土
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時
2
5
分
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内

容
パ
パ
と
ボ
ク
の
脳
ミ
ソ
が
い
れ
か

わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
！
　
費
用

三

千
三
百
円

問
松
戸
北
子
ど
も
劇
場
・
松
村
℡
3
4
7

・
4
4
4
6

番

（
午
前
1
0時
～
午
後

５
時
）

創

業

お

よ

び

新
分

野

進

出

支

援

相

談

会

４
月
3
0
日
木
午
後
１
時
～
３
時

会
場
松
戸
商
工
会
議
所
講
師
中
小

企
業
診
断
士
・
川
井
洋
氏
　
対
象
①

脱
サ
ラ
な
ど
で
独
立
を
考
え
て

い
る

人
②
新
し
い
事
業
分
野
へ
進
出
を
予

定
し
て

い
る
人
　
相
談
内
容
開
業
の

基
礎
知
識
、
公
的
な
支
援
策
、
市
内

の
産
業
動
向
ほ
か
　
費
用
無
料

申
電
話
で
松
戸
商
工
会
議
所
指
導
一

課
℡
3
6
4
・
3
1
1
1
番
へ

裁

か

れ

な

か

っ

た

戦

争

「
毒

ガ

ス

戦

と

７

３

１

部

隊

展

」

５
月
５
日
祝
～
1
0
日
日
午
前
1
0
時

～
午
後
５
時
3
0
分
（
初
日
は
午
後
１

時
か

ら

、
最
終

日

は
午
後

３
時

ま
で

）

会
場
文

化
ホ

ー
ル
　

費

用
資
料
代

五

百

円

（
中

学
生
以

下

は
無

料
）

問
東
葛
戦
争
展
実
行
委
員
会
・
片
岡

℡
3
4
1
・
0
9
1
8
番

春

の

山

野
草

展

５
月
４
日
休
・
５
日

祝
午
前
1
0時

～
午
後
４
時

会
場
及
川
酒
店
（
新

京
成
元
山
駅
西
口
）
　
内
容
展
示
と

即
売
会
　
費
用
無
料

問
松
戸
盆
栽
愛
好
会
・
増
田
℡
3
6
3
・

7
3
9
6
番

民

踊

大

会

４
月
2
6
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
６

時

会
場
市

民

会
館

内
容

民
踊

民

舞

発
表

会
　

費
用
無

料

問
松
戸
民
踊
連
合
会
・
渋
谷
℡
3
4
6
・

2
2
5
5

番

森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

チ

ケ

ッ

ト

ガ

イ

ド

3
8
4
-
3
3
3
1
番
　
月
曜
日
は

休
館

※
会
場
は
い
ず
れ
も
森
の
ホ
ー
ル
2
1

※
◇
印
は
託
児
サ
ー
ビ
ス
（
有
料
・

要
予
約
）
あ
り
。
詳
細
は
お
間
い

合
わ
せ
を
。

※
学
生
席
は
森

の
ホ
ー
ル
チ

ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
の
み
で

発
売
。

精

神

障

害

者

家

族

会
（
土

曜

会

）

４
月
2
6
日
日
午
後
１
時
～
４
時

会
場
健
康
福
祉
会
館
（
ふ
れ
あ
い
2
2
）

内

容
精
神
障

害
に

つ

い
て

同
じ

悩
み

を
持

つ
者
同

士
で

気
兼

ね
な

く
話
し

合

い
、
病

気
に

つ

い
て

学
ぶ
　

費
用

聖

徳

大

学

・

松

戸

市

教

育

委

員

会

共

催

講

座

「

ク

ラ

シ

ッ

ク

音

楽
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
い
！
」

５
月
2
6
日
～
７
月
７
日
の
毎
週
火

曜
日
、
午
後
７
時
～
８
時
3
0
分
と
７

月
1
3
日
月
午
後
４
時
～
６
時
（
予
定

〔
全

八
回

〕
　

内

容

「
音

で

た

ど
る

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
二
千
年
の
歴
史
」

「
バ
イ

プ
・
オ
ル

ガ
ン
に

ふ
れ
て

み
よ

う

」

な
ど

（
７
月
1
3
日

は
ク

ラ
シ

ッ

ク

ー
バ
ス

カ

ー

ズ
に

よ

る

演
奏

会

）

会

場
聖

徳
大

学

講
師

聖
徳
大

学
音

楽

科

助
教
授

・
坂

崎
紀

氏
ほ

か
　

定

員
五

十
人

（
抽
選
）
　

費

用
無
料

申
５
月
1
1
日
月
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
ハ

ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
年
齢

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
9
4
松
戸

市

上

矢
切
二

九

九
の

一
総
合
福

祉
会

館
内
矢
切
公
民
館
（
℡
3
6
8
・
1
2
1

4
番

）

へ

※
定

員
に

満
た

な

い
場

合
は
５

月
!
2

日
火
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

こ

ど

も

・

初
心

者

絵
画

教

室

①
こ
ど
も
絵
画
（
ク
レ
ヨ
ン
・
水

彩
）
１
５
月
１
日
～
７
月
1
7日
の
毎

週
金
曜
日
、
午
後
３
時
～
６
時

対

象
五
～
十
二
歳
②
初
心
者
日
本
画
＝

５
月
６
日
～
７
月
2
2日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
1
0
時
～
正
午
③
初
心
者
パ

ス
テ
ル
・
色
鉛
筆
＝
５
月
1
2日
～
７

月
３
日
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後
１
時

～
３
時

会
場

オ
オ
イ
支
化
セ
ン
タ

ー
（
稔
台
駅
前
）
定
員
い
ず
れ
も
先

着
①
③
二
十
人
②
十
五
人
費
用
①

月
三
千
円
②
③
月
四
千
円

申
電
話
で
稔
台
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
①
高
橋
℡
３
・
6
7
4
5
番
②
③

一
色
℡
3
4
8
・
2
0
8
1

番
へ

無
料
※
例
会
は
毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
１

時
～
４
時
に
松
戸
保
健
所
等
で
開

催
し
ま
す
。

問
土
曜
会
・
武
井
℡
3
6
2
・
8
2
1
5
番

甲

種

防

火

管
理

講

習

会

６
月
３
日
水
・
４
日
木
午
前
９
時

3
0
分
～
午
後
５
時
会
場
市
消
防
局

定
員
先
着
百
五
十
人
　
費
用

テ
キ
ス

ト
代
四
千
円

申
５
月
６
日
水
～
1
3日
水
の
間
に
、

直
接
消
防
局
予
防
課
（
℡
3
6
3
・
1
1

1
1
内
線
2
0
8
番
）
ま
た
は
市
内
各
消

防
署
予
防
係
へ

社

会

福

祉

協

議

会

の

講

座

①

。
般

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
養

成
教

室

５
月
1
1
日
月
～
1
5
日
金
午
後
１
時

3
0
分
～
３
時
3
0
分
（
1
4
日
木
は
午
前

1
0時
～

午
後

３
時

）
　

会
場

松

戸
市

社
会

福
祉
協

議

会
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
セ

ン

タ
ー

（
1
4日
木

は

「
第

二

い
ぶ
き

の
広
場

」
で

体
験

学
習

）
　

対

象

市

内
在

住
の
人
　

定

員
三
十

人
（
抽

選
）

費

用
無

料

②
初
級
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
教

室
５

月
1
2日

～
７

月
2
1日

の
毎

週
火

曜
日

、
午
前
1
0
時
～
正

午

〔
全
十
一
。

回
、

七
回
目

は
６

月
1
7日

水
午
後
１

時
3
0
分
か
ら
〕
　
会
場
松
戸
市
社
会

福
祉

協
議

会

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
セ
ン

タ

ー
　

対
象

市
内
在

住
の
手

話
未

経
験

者
で

全
回

参
加

で
き

る
人

定
員
三

十
人

（
抽

選
）
　

費

用
テ
キ

ス
ト
代

九
百

十
八

円

申

い
ず
れ
も
５

月
１
日

金
〔
必
着
〕
ま

で

に
、
往

復

ハ

ガ
キ

に
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話
番

号

・
希

望
教
室

名

・
返

信
用
あ
て
名

を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1

-
0
0
9
1
松
戸
市
本
町
一
四
の
二

第
一
生
命

ビ
ル
内
松

戸
市

社
会

福
祉

協
議
会
（
℡
3
6
2
・
5
9
6
3
番
）
へ

初

級

日

本

語

教

室
（
外

国

人

対

象

）

昼
の
部
月
曜
日
＝
５
月
1
1
日
～
７

月
1
3
日

、
水
曜

日

＝
５

月
1
3
日
～

７

月
1
5
日

、
金
曜

日

＝
５

月
1
5
日
～

７

月
1
7
日

、
日

曜

日

＝
５

月
1
7
日
～

７

月
1
9
日

の

い
ず

れ
も

午
前
1
0
時
～
正

午

〔
各
全

十
回

〕
　

夜
の
部
５

月
1
2

日
～

７
月
1
4
日

の
毎

週
火
曜

日

、
午

後

７
時
～

９

時

〔
全

十
回
〕
　

会
場

市

役
所
研

修

室
ほ

か
　

内
容

日
常

会

話

初
級

程
度

対
象
松

戸
市

お
よ

び

近

隣
に
在

住

・
在
勤

・
在

学

の
外

国

人
　

費

用
二

千
円
（
会
員
千

円

、
ほ
か

に
教
材

費
四
千

五
百

円
程

度
）

申
直
接

財
松

戸
市
国

際
交
流
協

会

市

役
所
新
館
五
階
℡
3
6
6
・
7
3
1
0
番
）
へ

編
み

物
（
一
本
針
の
小

物
）
講
習
会

①
５
月
７
日
木
②
５
月
2
1日
木
、

各
午
前
1
0時
～
午
後
１
時

会
場

松

戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
対
象
障
害

者
と
六
十
五
歳
以
上
の
人
　
費
用
一

回
二
百
円

（
そ
の
他
材
料
費
実
費
）

申
電
話
で
松
の
実
の
会
・
秋
元

℡
3
6
2

・
6
4
7
5
番
へ

舞

台

照

明

技

術

研

修

会

５
月
９

日

土
～
1
0日

日

〔
一

泊
二

日

〕
　
　
会
場

流
山
青

年

の
家
　

講
師

松

戸
国

際
高

校
教

諭
ほ

か

定
員
四

十
人
（
高
校
生
以
上
、
高
校
生
は
一

校
三
人

ま
で

）
　

費

用
三
千

五
百
円

受
付
期
限
４
月
3
0
日
木

※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
。

問

県

立
流

山
青
年

の
家

℡
０
４

７
１

・
5
9
・
2
0
0
4

番

お
知
ら

せ

ワ

ー

プ
ロ

ー
パ
ソ

コ

ン

等

講

座

の
受

講

料

を

補

助
し

ま
す

対
象
母
子
家
庭
の
母
親

内
容
松

戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る
ワ
ー
プ
ロ

ー
バ
ソ
コ
ン
等
の
講

座申
受
講
申
請
書
を
母
子
福
祉
推
進
員

を
通
し
て
、
ま
た
は
直
接
、
福
祉
事

務
所
へ

※
講
座
の
申
し
込
み
は
直
接
。
後
日
。

市

が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

問
福
祉
事
務
所
℡
３
・
7
3
4
9

番

楽
し
い
春
の
青
少
年
教
室

教 室 名 日　　時 講 師 対象 一定員

①母の日に作ろう １

親子で巻き寿司　※

②挑戦！スポーツチャ

ンバラ

③絵を楽しむ・絵画教室

※

④リズミック・カンフー

⑤みて・ふれて・体験

バリの音楽と踊り

⑤胡弓（こきゅう）にチ
ャレンジ！※

⑦フットサル（屋内サッ

カー）

⑧ジャズ＆ヒップホップ

⑧父の日・親子でうどん

打ち　 ※

5/9土午前10時～午後1時

5/15 ～7/3 の毎週金曜日〔全8 回〕

午後5 時30 分～7 時

5/16～7/4の毎週土曜日と5/24（日）6/28

日〔全10回〕(6/13は館外実習）土曜

日午後2時～4時・日曜日午前10時～正午

5/16 ～7/4 （5/30 を除く）の毎週土
曜日〔全7回〕、午後3 時～4 時30 分

5/30 土 午後2 時～4 時

5/16 ～7/18 の毎週土曜日〔全10 回〕

午後3 時～4 時30 分

5/30 ～6/27 の毎週土曜日〔全5 回〕

午後2 時～4 時

5/24 ～6/28 の毎週日曜日〔全6 回〕

午前10 時30 分～正午

6/13 土 午前10 時～ 午後1 時

料理研究家・木村民恵氏

国際スポーツチャンバラ協会

・酒井実氏

絵画指導者・西田芳子氏

リズミックカンフー公認指導

員・菅原雪子氏

ガムラン演奏者・福田美弥子

氏

中国芸術文化交流団・関衆氏

千葉県サッカー協会フットサ

ル委員会

元宝塚歌劇団・和佐真紀氏

松戸市消費者の会・文入加代

子氏

小3以上

親子15 組30 人

小3以上30 人

小3以上20 人

小3以上20 人

小3以上

親子15 組30 人

小3以上

(成人可）15人

小3以上40 人

小3以上40 人

小3以上

親子15 組30 人

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1
）
講
座
案
内 会場①市民会館②～⑧青少年会館⑨女性センターゆうまつど　費用無料(※①②⑨は教材費1,000

円 、⑥は胡弓 を 借り る 場合 、レ ン タル料 月3,000 剛

申｢母の日に作ろう！親子で巻き寿司｣は4月27日(月午前9時から電話で先着順｡その他は5月７日木〔必

着〕で、往復ハガキに住所・氏名・性別・電話・学年・希望教室名を記入して、〒270-0035松戸市新

松戸南2の2青少年会館(℡344一8556番)へ（返信用ハガキを持参して窓口での申し込みもできます)

※申 込多 数の 場合は 抽 選(｢ 母の日 に作ろ う ！親 子で 巻き寿司｣ は除く) 。

申
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
松
戸
市
小
金
原
の
一
九
の
三
℡
3
4
9
3
2
0
0
番
）

窓
口
で

受
講
料

を
添
え

、
先

着
順

で
受
け
付

け

※
費
用
の

う
ち
（
　

）
内

は
当

会
員
事
業
所

ま
た
は
当

団

体
会
員
メ
ン

バ
ー
の

場
合

で
す
。

講
座
・
講
演

情報

チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111番

代表ＦＡＸは … …363-3200 番

（松戸市の市外局番は047番です）

催
し

物
斯日 内　　　容 会場 開演時間 料　金

5/10（日)

森の室内楽｢ 室内楽　入門 ロ メンデル

スゾーン／ピアノ三重奏曲第１番ほか

解説…菅原眸( ひとみ)氏
小

水
｜ル

午後2時

◇

全白由席2,000 円

高校生以下半額

7/4

(土)

久保田巧（ヴァイオリン）十ヴァディム・

サハロフ（ピアノ）リサイタル

ドビュッシー／ヴァイオリンソナタほか

午後7時

◇

全指定席3,200円

学生席2,000円

7/11 土

松竹大歌舞伎　澤村藤十郎、中村翫雀（か

んじやく）、中村橋之助ほか出演　「操り

三番叟（さんばそう）「弁天娘女男白浪

（白浪五人男」「蜘蛛（くも）の糸宿直噺」

大
ホ
｜ル

午後2時

◇

Ｓ席5,000 円

Ａ席4,000 円

Ｂ席2,500 円

学生席2,000円

講 座 名 日　時 定員・費用

ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
講
座

パソコン・ワープ

ロ入門講座

①5/ 7木・　8金　午前

②6/21木・22金　午後 各10人

6,000円W  i n  d o w s 95

入門講座

①5/12火・13水　午前

②5/25月・26火　午後

ワープロソフト一

太郎入門講座
5/9土・16土　　　土曜

各10人

12,000円

(10,000 円)

ワープロソフトＷ

Ｏｒｄ入門講座

5/7木)･8金･11月･12火

午後

表計算ソフトロー

タス1-2-3入門講座

5/21木・22金・25月・

26火　　　　　　 午前

5/18(月19火・20水

午後

表計算ソフトエク

セル入門講座

10人10,000

円(8,000円)

※午前＝午前9時30 分～午後O時30 分、午後＝午後1時30 分

～4 時30分　土曜＝午前9時30 分～午後4時30 分

マッキントッシュパソコ

ン講座・初心者入門講座

5/14 木 ・15金 ・18月・

19火

午前9時30 分～正午

5人

15,000円

高齢者向けハソコン講座

ゆっくり楽しくハソコン

講座（対象65歳以上）

5/27水・28（木

午後1時30 分～4 時

5人

7,000円

資格 一検定教養講座

行政書士資格取得講座

5/11～8/5毎週月・水

聹日〔全25回〕

午後６時30分～9時

30 人

40,000円

(30,000 円)
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ス

ポ

ー

ツ

家

庭

婦
人

バ
レ

ー
ボ

ー

ル
大

会

５
月
1
7
日
日
・
2
3
日
土
午
前
８
時

３
分
か
ら
　
会
場

運
動
公
園
体
育
館

対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ
ー
ム
　
費

用
一
チ
ー
ム
八
千
円
（
年
間
登
録
費

・
会
場
費
・
参
加
費
）

申
５
月
２
日
土

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
キ
で
〒
2
7
0
-
2
2
0
2
松
戸
市

高
柳
一
五
七
三
の
一
九
小
笠
原
桂
子

（
℡
3
8
5
・
8
4
8
9
番
）
へ

※
代
表
者
会
議
は
５
月
９
日
土
午
後

１
時
か
ら
運
動
公
園
武
道
館
会
議

室
で

（
総
会

も
同
時
に
）
開
催
。

松

戸

市

シ

ル

バ

ー
テ

ニ

ス

大
会

５
月
1
3
日
水
〔
雨
天
の
場
合
は
2
0

日
水
〕
午
前
９
時
集
合
　
会
場
栗

ヶ

沢
公
園
庭
球
場

対
象
松

戸
市
在
住

・
在
ク
ラ
ブ
の
六
十
五
歳
以
上
の
男

性
と
五
十
五
歳
以
上
の
女
性
　
費
用

一
人
千
円
（
保
険
料
を
含
む
。
当
日

徴
収
）

申
５
月
７
日
木
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

○
譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
）

五
千
円

◆

パ
イ

プ

ベ
ッ
ド

（
シ
ン

グ

ル
）

二
千
円

・
四
千
円
◆

ち

ゃ
ぶ

台

（
高

さ
調

整

付

き

）
千

五
百

円

◆

ち

ゃ
ぶ
台
千
円

◆

テ

ー
ブ
ル

い
す
セ

ッ

ト

六
千
円
◆

回

転
座

い
す
五

千
円
◆

学
習
机
用
い
す
二
脚
無
料
◆
三
面
鏡

ド

レ

ッ
サ
ー
千
円
◆

畳

ベ
ッ
ド

（
ダ

ブ

ル
）
　一
万

円

〔
電

気
用

品
〕
冷

蔵
庫
三
千

円

・
四
千

円
◆
1
4
型

テ
レ

ビ
無

料
◆
2
5
型

テ
レ

ビ

六
千
円
◆

電
子

レ

ン
ジ
四

千
円
◆

留
守
録
電
話
機
（
子
機
付
き
）
二
千

五
百
円
◆
全
自
動
洗
濯
機
二
千
円
◆

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
性
別
・
生
年
月
日
を
記
入
し
て
、

干
2
7
1
-
0
0
6
4
松
戸
市
上
本
郷
四

四
三
四
運
動
公

園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

問
家

庭
婦
人
テ
ニ
ス
協
会
・
増
山

℡

3
4
2
・
8
9
6
9

番

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

５

月
2
3
日
～

７
月

５
日

の
第
二

・

四

土

曜
日

〔
全
五

回
〕

①
午

前
９

時

～
1
0
時
1
5
分
（
四

歳
～
小

学

一
年
生

）

②
了
前
1
0
時
1
5
分
～
1
1
時
３
分
示

学
一
丁

四

年
生

）
　

会

場
栗

ケ
沢
小

学

校
体
育

館
　

定
員
先

着
①
二

十

人

②
四

十
人

費
用

二
千

五
百
円

申
５

月
1
0
日
（

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往

復
ハ

ガ
キ
に

住
所

・
氏

名

（
ふ
り

が
な
）
　・
学
年

・
電

話
番

号
を
記

入

し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
2
1
松
戸
市
小
金

原
二

の
二

〇

の
二
四
千

葉
県

ジ

ュ

ニ

ア
委
員
会
・
飯
島
徳
子
（
℡
3
4
4
・
3

2
3
2

番

）

へ

ス
テ
レ

オ

セ
ッ
ト
無

料
◆

ワ

ー
プ

ロ

一
万

円
◆

工

業
用

ロ
ッ

ク
ミ

シ
ン
無

料
◆

小

窓
用

エ
ア
コ

ン

一
万

円

〔
子

供
田
品

〕
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー

上

三
千
円

・
五

千
円

・
六
千
円
◆

Ａ

型

ベ
ビ
ー

カ
ー
二
千

円

・
七
千
円

・

八
千
円
◆

ペ
ビ

ー
バ
ス

無
料

・
七
百

円
◆

Ｂ

型

ベ
ビ

ー
カ

ー
ハ

千
円
◆

だ

つ
こ
お

ん

ぶ
ひ
も

無
料

・
五
百
円

◆

ベ
ビ

ー
ラ

ッ
ク

ー
．千

円
◆

マ
ザ

ー
ズ

バ

ッ
グ
千

円
◆

ベ
ビ

ー
キ
ャ

リ

ー
五

百

円
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ

ド

ー
万
円
◆

マ

マ
コ

ー
ト
五
千

円
◆

幼
児

用

教
材
十

二

冊

セ
ッ
ト
千

五
百

円
◆

い
す
千

円

◆

ス
イ

ン

グ

バ
イ
＆

ロ

ー
チ

ェ
ア
ハ

千

円
◆

歩
行

器
二
千

円
◆

電

畆
　

作

ス

ポ

ー
ツ

教

室

教室名 日　　 時 会　場 対象・定員

①小学生女子

リズム体操

5/9～6/27 の毎週土曜日

(全8回) 午後4時30 分～6 時

5/10～6/21 の毎週日曜日

(5/1７・31を除く全5回)

午前10 時～正午

運動公園小体育室
小学生女子

先着30人

②フライング

・ディスクゴ

ルフ

金ケ作公園 先着30入 ・

高校生以上

先着30人

③ウエイトト

レーニング

5/10～6/7の毎週日曜日

(全5回) 午前10 時～正午

運動公園小体育室

・トレーニング室

④初級者ゴル

フ

〔火曜コース〕5/26～6/23

（全5回）午後3時～5時

〔水曜コース〕5/27～6/24

（全5回）午後3時～5時

松戸グリーンゴ

ルフ（℡361-

2003 番）

こ．
各コース

15人(抽選)

費
用
①
②
③
無
料
④
八
千
円
（
施
設

使
用
料
・
ボ
ー
ル
代
、
用
具
持
参
）

問
①
②
③
４
月
2
7
月
か
ら
、
電
話
ま

た
は
直
接
ス
ポ
ー
ツ
課
（
℡
3
6
3
・
9

2
4
1
番
）
へ

④
５

月
８

金
〔
必
着
〕

で
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
コ

ー
ス
名
・
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し

て
〒
2
7
1
-
0
0
6
4
松
戸
市
上
本
郷

四
四
三
四
松
戸
運
動
公

園
内
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

器
二

千
円

◆
ほ

乳
瓶

消
毒
器

千

円
◆

調
乳

ポ
ッ
ト
ニ
千

円

〔
ス
ポ

ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕
女
性

用
ス

キ
ー
板
1
7
5
セ
ン
チ
二
千
円
◆
男
性
用
ス
キ

ー
靴
2
6
セ
ン
チ
二
千
五
百
円
◆
ゴ
ル
フ
ク

ラ

ブ

フ
ル
セ

ッ
ト
五

千
円
◆

ダ
ン

ベ

ル

セ

ッ
ト
三
千

円
◆

ル

ー
ム

ウ
ォ

ー

カ
ー
千
円
◆
譜
面
台
無
料
二
点

〔
日
用
雑
貨
〕
生
け
花
用
花
瓶
千
五
百

円
◆

立
華
用

華
器
二

千
円
◆

華

器
三

千
五

百
円

◆
こ

た

つ
板

無
料
◆

婦
人

用

旅
行

カ

バ
ン
ニ
千

五
百

円
◆

ポ

ー

タ
ブ

ル
ト
イ

レ
二
千

円
◆

ブ

ラ
イ
ン

ド
回
セ
ン
チ
×
1
8
0
セ
ン
チ
四
千
円
◆
タ
イ
ヤ
四

木
1
8
5
／
5
5
／
R
1
3
一
万
円
◆
ラ
ン
ド

リ

ー

フ
ッ

ク
無
料
◆

湯

沸
器

都
市

ガ

ス
用

六
千

円

申
４
月
2
8
日
火
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま

で

に
、

ハ
ガ
キ

に
希

望
品
名

（
品

物

一
点

に

つ
き

一
人

一
枚
）
　・
価
格

健

康

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル６
月
2
7
日
土
午
後
１
時
～
５
時

会
場

運
動
公

園
体

育

館

対
象

健
康

体
力
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー

プ
　

内
容

健
康
体

力

づ
く
り

に
関

す

る
五
分
程
度
の
実
技
発
表
定
員
先

着
二

十

組

費
用

一
人
二

百
円

申
４
月
2
7
日
月
～
５
月
1
3
日
水
の

間
に
、
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
℡
3
6
3
・

9
2
4
1

番

（
土

・
日

曜
日

、
祝

日

を
除
く
）
へ

※
代
表
者
会
議
は
５
月
2
0
日
水
午
後

４
時

か
ら

運
動
公

園
会

議
室

で
開

催
。

保
健
・
衛
生

講

演
会

「
動

脈

硬

化

と

が
ん

」

５
月
1
3
日
水
午
後
５
時
～
７
時

会
場
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
（
ボ
ッ
ク

ス
ヒ
ル
松
戸
店
八
階
）
　
講
師

医
学

博
士
・
江
畑
耕
作
氏
　
費
用

無
料

問
松
戸
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

局
℡
3
8
3
・
2
3
9
6
番

募
集
し
ま
す

ナ

チ

ュ

ラ

ル

ど

ろ

ん

こ

ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

ー

キ

ャ

ン

プ

７
月
2
2
日
水
～
2
6
日
日
〔
四
泊
五

日

、
事

前

・
事
後
研

修
あ

り
〕
　

会

場
流
山
青
年
の
家
ほ
か
　
内
容
肯
年

の
家
か
ら
半
径
三
十
キ
ロ
以
内
の
別
々

の
出
発

点

か
ら
青

年
の
家

を
目

指
す

対
象
事
前
・
事
後
研
修
を
含
め
す
べ

て
に
参
加
で
き
る
小
学
四
年
生
～
高

校
生
　
定
員
三
十
人
程
度
（
学
年
や

男
女
比
率
を
考
慮
し
、
抽
選
）
　
費
用

一
万
五

千
円

※
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
5
月
1
0
日
日
～
1
6
日
土
の
間
に
、

電
話

で
流

山
青
年

の
家

℡
０
４

７
１

・
5
9・
2
0
0
4

番

へ

・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼
間

お
勤
め
の
人
は
勤
め
先
の
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

－
0
0
7
3

松
戸

市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

第
ニ
ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消
費

生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介

後

は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
４
月
2
8

日
火
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
５
月

2
5
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品

・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

問
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
℡
3
6
6
・

7
3
2
9
番

笑

顔

計

画

（
国

際

協

力

活

動

・

Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｏ
-
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
）

７
月
1
0
日
金
～
７
月
1
3
日
月
三

泊
四
日

〕
　

内

容
フ
ィ
リ

ピ

ン

ー
ダ

ラ

エ
タ
ン
村

で
障

害
者

施
設

の
視

察

や
現
地

の
子

ど

も
た
ち

と

の
交
流

募

集
人
員

先
着

五
十

人
　

費
用

十
三

万

二
千

円

（
保

険
料

を
含
む

）
　

受

付
期

限
５

月
3
1
日
日

※
詳
細

は
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
。

問
社
松
戸
青
年
会
議
所
℡
3
6
7
・
1
9

8
3
番

ザ

ー
ワ

ー
ル

ド

ー
ユ

ー
ス

セ
ミ

ナ

ー
の

実

行

委

員

内
容
外
国
人
と
の
交
流
を
テ
ー
マ

に
、
年
五
回
程
度
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

の
企
画
と
運
営
（
会
合
は
月
一
回
程

度
）
　
会
場
流
山
青
年
の
家
　
対
象

高
校
生
以
上
の
青
年
三
十
人
程
度

費
用

無
料

随
時
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
〒

2
7
0
-
0
1
5
3
流
山
市
中
一
一
〇
県

立
流
山
青
年
の
家
℡
０
４
７
１
・
5
9

・
2
0
0
4

番
へ

小

・
中

・
高

校

生

の

た

め

の

国

際

交
流
「
夏
休
み
海
外
派
遣
事
業
」

派
遣
先

ア
メ

リ
カ

な
ど
六

力
国

対

象
小
学
五

年

生
～

高
校
三

年
生

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

財
国

際
青

少
年
研

修

協

会
℡
0
3
・

３

３
５

９

・
8
4
2
1

番

健

康

懇

談

会

「

コ

レ

ス

テ

ロ

ー

ル

と

心

臓

疾

患

」

５
月
９
日
土
午
後
２
時
1
0
分
～
４

時

会
場

新
松

戸
市
民

セ
ン

タ
ー

定

員
当
日

先
着
五

千
人
　

費

用
無
料

問
愛
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
3
4
8
・
4
8

1
7

番

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

５
月

上
旬

に
、
予

防

接
種

の
通
知

を
送
付

し
ま

す
（
表
１

）
。
申
し
込

み

が
必
要

な
人

は
、
直

接

中
央
保

健

セ

ン

タ
ー

・
各

支
所

の
市

民
健
康

相

談

室

で
申

し
込

む
か

、

ハ
ガ
キ

に
下
記

の
要
領
で
記
入
し
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
2

松

戸
市

竹

ケ
花
七
四

の
三
松

戸
市

甲

央

保

健
セ

ン

タ
ー
内

保

健
衛

生
課
予

防
衛

生
係

へ
送

っ
て
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
ポ
リ

オ
（
急
性
灰

白
髄

炎
）

の
予

防
接

種

（
５
月
）

は
表

２

の
日

程
で

実
施

し
ま

す

（
生

後
三
ヵ

月

に

5月 連 休応急歯科在宅当 直医

ゴールデンウィークの4 月29 日 、5月３日・４

日・５日の4日 間､ 下記歯科診療所を開設します。

問保健衛生課庶務係℡366- ７482 番

月日 受付時間 診療所 電　話 所　在

4/29 祝 午前9
時～午
後4時
30分

平井歯科医院 341-6451 小金443

5/ 3 祝 やぎぬま歯科 385-3399 金ケ作408の143

4木 芦田歯科医院 362-34

46

松戸新田389

5祝 横山歯科医院 343-4585 小金原1の26の19

な
ら
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）
。

問
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
℡
3
6
6
・

7
4
8
4
番

ポリオ日程表（５月）　 表1表2

①平成10年4月15日までに住民登録をされている下記の生年月日の人

に予防接種手帳を送りま寸。

予防接種手帳(ポリオ、ツベルクリン反応・ＢＣＧ、ＤＰＴ，麻しん、

風し ん 、日本脳炎) ‥･平成IC 年2 月1 日～3 月31 日生まれ

②平成10年3月31日までに住民登録をされている下記の人には、予診

票を送ります。

日本脳炎第2期…小学4年(昭和63年4月2日～平成元年4月1日生まれ)

ＤＴ第2期･･･小学6年(昭和61年4月日～62年4月1日生まれ)

日本脳炎第3期･風しん…中学2年(昭和59年4月2日～60年4月1日生まれ)

申し込みが必要な人

7歳6ヵ月末満の人…表１-①の生年月日の人で平成10年4月16日以

降に住民登録をさ れた人 、または予診票を持っていない下記の人。

○ツベルクリン反応･ ＢＣＧ…３ヵ月以上4 歳未満で接種をしていない人

○ポリオ…3ヵ月以上７歳6ヵ月未満で2回飲んでいない人

○DPT･ ‥3ヵ月以上７歳6ヵ 月末満で4 回接種していない人

○麻し ん‥･1歳以上７歳6ヵ 月未満で接種をし ていない人

○風し ん…1歳以上７歳6ヵ 月未満で接種をし ていない人

○日本脳炎 …3歳以上７歳6ヵ 月未満で3 回接種していない人

小・中学生…表１-②の生年月日の人で平成10年4月1日以降に住民

登録をさ れた人 、または予診票を持っていない下記の人。

○日本脳炎第2期…小学生以上13歳未満の人で追加接種をしていない入

○日本脳炎第3 期…中学2 年以上16歳未満の人で追加接種をしていない人

ＯＤＴ第2 期…小学6年以上13歳未満の人で追加 接種をし ていない人

○風し ん…中学2 年以上16 歳未満で接種をし ていない人

会　場 日　時

中央保健センター
5/ 6水

2金
受
付
時
間

午
後１
時

～２

時

15
分

（予

診
票
が
あ
れ
ば予

約
は
不
要
で

す

五香市民センター 13水

東部市民センター 12火

馬橋東市民センター 6水

健康増進センター 19火

常盤平保健センター

(ふれあい22内)
11月

常盤平市民センター 28木

明市民センター 15金

古ケ崎市民センター 14木

稔 台市民 センタ ー 18

月小金原市民センター 22金

新松戸市民センタ
7木

27水

小金保健センター
8金

26 火

馬橋市民センター 25月

六実市民センター別館 20水

二十世紀が丘市民センター 21 木

集
団
健
康
診
査

（
前
期
）

左
記
日
程
で
、
基
本
健
康
診
査
・

女
性
の
健
康
診
査
・
肺
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
を
行

い
ま
す
。

受
診
の
際
は
「
共
通
受
診
券
」
を

集団健康診査日程一覧（前期）

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
広
報
ま
つ
ど
５
月
５
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

問
健
康
課
検
診
係
℡
3
6
6
・
7
4
8
7

番

月日 受付時間 会 場

5/ 6 水 13:30～14:30 千駄堀集会所

７木
9:30～11：00

13:30～14:30
六実市民センター

別館
8金 13:30～14:30

11月
9:30～11:00

13:30～14:30
五香市民センター

12火 13:30～14:30 八柱市民センター

14木 13:30～14:30 松飛台市民センター

18
月

9:30～11:00

13:30～14:30
中央保健センター

21木
9:30～11:00

13:30～14:30

常盤平保健センター

(ふ れあ い22 内)

25月
9:30～11:00

13:30～14:30

二十世紀が丘市民

センター

27水
9:30～11:00

13:30～14:30

常盤平保健センター

(ふ れあい22 内)

29金
9:30～11:00

13:30～14:30
常盤平市民センター

6/2 火
9:30～11:00

13:30～14:30
東部スポーツパーク

3水
9:30～11:00

13:30～14:30 古ケ崎市民センター

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ
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見に行こう　聴いてみよう

松戸市の市外局番は０４７番です。

℡368-1237 番

期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

4/26日 松戸民踊連合会　民踊発表会 10：00 松戸民踊連合会・渋谷℡346-2255 番

29

祝

松戸北子ども劇場　低学年部例会音楽劇

「イソップランドの動物たち」　☆
14：30 松戸北子ども劇場　 ℡347-4446 番

5/ 2土 葵舞踊振興協会　舞踊発表会 11：00 葵舞踊振興協会　　 ℡348-9556 番

3祝 二松學舎大学吹奏楽団　第5回演奏会 15：00 二松學舎大学吹奏楽団 ℡0471-75-1704番

9(土)八洲会　日本舞踊発表会 11：00 八洲会　　　　　　　℡362-3581 番

労音東葛センター　　℡365-9911 番15 金 わらび座ミュージカル「男鹿の於仁丸」 ☆

松戸放課後のこども指導研究会文化行事

「気のいいイワンと不思議な小馬」　☆

18：30

16(土)
14：30

18：00

松戸放課後のこども指導研究会

℡341-0406 番

17日
松戸西子ども劇場　低学年例会「ルドル

フとイツハイアツテナ」　☆
14：30 松戸西子ども劇場　　℡361一1606番

24(日)
よこすかウインドアンサンブル　ポップス

コンサート
14:00
よこ すかウインドアンサンブル

℡368-1454 番

※月曜 日は休 館

市民劇場
℡368-0070 番

期日 内　　容 開演時間 問い合わせ先

4/26(日)踊りの発表会 11：00 坂東吉之助　　　　 ℡363-5585 番

5/ 2土 宇佐見正光歌曲と歌謡曲発表会 13:30 高橋信彦　　　　　 ℡348 －0587 番

3祝 第28回　詩吟剣詩舞大会 10：00 岩測匡山　　　　　 ℡388-0693 番

15

金

世界ふれあいコンサート 19：00 財松戸市国際交流協会℡366-7310 番

17

日

第5回松戸市大正琴演奏会 12：30 江坂悦子　　　　　 ℡392-6724 番

22金

消費者保護基本法制定30 周年・市制55

周年記念講演会｢ 消費者保護と自己責任｣
13：00 市消費生活課　　　 ℡366-7329 番

カラオケコンテスト 18：00 冨永くに子　　　　 ℡341-3623 番

※月曜日は休館

森のホール21 ℡384-5050 番

期　日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

4/26(日)浅野意玖子民謡ショー　☆ 11:00 浅野意玖子　　　　　　℡388一1321番

30木　　　仲村功講演会 18：30 ダイエックス戸田　　　℡361-3000 番

5/ 9土 '98都はるみコンサート　☆
14：00

18：30

ＭＩＮ－ＯＮチケットセンター

℡03 ―3226 ―9999 番

10(日)
松戸矢切高校吹奏楽部　第14回

定期演奏会
13:30 松戸矢切高校・石井秀明℡368-47副番

17日） 名作童話映画会　☆ 10：00 映光社　　　　　℡■0422-45-3954 番

19火
橋幸夫　日本の歌(こころ)を唄う

☆
18：30 経営者漁火会　 ℡03-5276-5880 番

24 日
モーツァルト「レクイエム」演奏

会　☆
14:00 松戸混声合唱団 一朝倉 ℡'343-0573 番

,小

ホ

｜ル

－

4/26(日)松戸民演連盟発表会 10：00 成嶋武士　　　　　　℡341－3572番

29

祝

第14回くらびあぐる－ぷピアノ

発表会
12:00 平野雪代　　　 ℡0471-75-1385 番

5/ 3祝 夏の歌謡祭 9：30 中村健司　　　　　　　℡■368-8640 番

5祝 第28回松戸民謡協会 民謡・民舞

大会
11：00 浅野意玖子　　　　　　℡388-1321 番

9土
松戸西・北子ども劇場　「パパ

あべこべばく」　☆
18：30 松戸北子ども劇場・松村 ℡347-4446 番

10日 森の室内楽｢室内楽　入門」☆ 14：00 森のホールチケットセンター℡384-3331番

15金 松戸市総合計画スターﾄ 講演会 14：00 市政策企画室　　　　　 ℡366-7311 番
17 日 第5回「和太鼓のひびき」 13：00 松戸市和太鼓連盟・野呂 ℡388-1626 番

21 木 野村万作　狂言の会　☆ 18：30 森のホールチケットセンター℡'384-3331番

24 日 小沢秀信民謡会　おさらい会 9：30 松本裕美　　　 ℡0471-59-3546 番

健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス〔当日の医療

機関( 待機病院、休日在宅当直医 、

夜間急病診療所、休日土曜日夜間歯

科診療所等) を案内しています〕

……℡366-0010 番

平日・午後4時30分～翌日午前9時

休日と土曜・午前9時～翌日午前9時

◆夜間急病診療所……℡368-3756 番

衛 生会館内･毎日午後8 時～11 時

◆ 休日土曜日夜間歯科診療所

…………℡365-3430 番

衛 生会館内･ 午後8 時～11時

松戸駅市民ギャラリー

松戸駅市民ギャラリー期間 4/30木まで 5/1金～14木 5/15金～28木

東
松戸あひる会10号絵画展
問及川℡385-7233 番

松戸水彩画Ｓの会作品展

問斉藤℡363-5639 番

みのり写真会作品展

問鎌田℡367－7420番

西
百和会水墨画展
問栗山℡362-3672 番

陶芸クラブ清窯会作品展

問東℡341-1434 番

グループ敬作品展

問赤城℡346-7846 番

文化ホールギャラリー ℡367-7810 番

期　　間 内　　　容 問い合わせ先

4/26日まで 武田書道展 関　　　　　　　　　　　℡391-2510 番

5/ 5祝～10(日) 裁かれなかった戦争 東葛戦争展実行委員会　 ℡341-0918 番

12 火～17日 命の灯ふたたび 横張　　　　　　　　　　℡368-7243 番

14木～17

日

有坂ハツチワークゲループキルト展 有坂　　　　　　　　　　℡363-6742 番

15 金～17(日) 青い鳥こども美術展 尾崎　　　　　　　　 ℡344-4996 番

19火～24(日) 松戸版画の会作品展 松戸版画の会　　　　　　℡362 ―3032 番

20水～24(日) 松戸市書連展 松戸市書道連盟　　　　　℡362-4261 番

開館時間…午前10 時～午後6時　※月曜日は休館

博物館 ℡384-8181 番

期　　間 内　　　　　容

5/1 金～31日 午後1時

15 分・3 時15 分から

上映（土・日・祝日は

午前11時からも上映）

ハイビジョン映像「小さな旅／花香る江戸の心を訪ね来よ一東京 根岸界わ

い」＜上映時間28分＞
6月…「小さな旅／いのち輝く緑の帯　埼玉県　見沼田んぼ」く上映時間

28分＞　会場講堂　観覧無料

5/10日まで

特別展「福神の世界」　内容長寿や財力などの幸福の願望をかなえる神と

して人々に親しまれてきた福神への信仰を通して、都市化以前の市域に根

付いていた民間信仰の姿を紹介します　会場博物館企画展示室　観覧料一

般300円(240円）・高大学生150円（100円）・小中学生100円（60円）（　）内

は20人以上の団体料金（常設展観覧料とは別料金になります）

展示解説会5/5祝午後3時～4 時（参加者は特別展観覧料が必要です）

5/2土～5祝､ 各日午後

2時～2時30 分

映像で見る歴史と文化「福を呼ぶ運を呼ぶ　七福神」　内容5/2「えびす
様」、5/3「大黒様」、5/4「福禄寿・寿老人・布袋」、5/5「毘沙門天・弁

財天」　会場博物館講堂　定員80人（当日先着）　費用無料

5/7 ～7/16 の隔週木

曜日、各日午後6時30

分～8 時〔連続6回〕

中世の資料を読む　内容「将門記」等を読みながら中世の歴史を学びます。

講師中山文人（市立博物館学芸員） 会場市民劇場・女性センターゆうま

つど 定員30人（抽選） 費用無料

申5月1日までに電話で市立博物館「中世の資料を読む」係384-8272番へ

5/16(土)･17(日)･30(土)・

6/6(土)・7(日)､各日午前

10 時～午後3時〔連続

5回〕

体験教室「縄文時代の布を作る」内容5/16 勉強会・カラムシ採集、5/17

皮剥・繊維取り、5/30 糸作り, 6/6 ・ 7縄文布製作　講師倉田恵津子（市

立博物館学芸員） 会場実習室　定員12人（抽選） 費用無料

申5 月７日〔必着〕までに 往復ハガキに住所・氏名・電話番号を記入して、干

270－2252松戸市千駄堀671番地市立博物館「縄文時代の布を作る」係へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第4金曜日・燻蒸休館（6月29 日～7 月６日） 開館時間

午前9時30 分～午後5時（入館は午後4時30分まで）　常設展観覧料一般300 円（240 円）・高大学生

150円(100円）・小中学生100円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

総合展示解説ツアー‥･毎週土･日曜日、祝日の午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

℡345-8900 番

期　　間 内　　　容

展

示

4/29祝～5/ 3 祝 「春の盆栽展」　日本盆栽協会松戸支部

5/12火～　17日

20水～29 金

「押し花一花たちの語らい展－」　アトリエ敏

「現代押し花一花とあそぶ－」　原色現代押し花の会

ウ
オ
ツ
チ
ン
グ

5/ 4休午後2時～3時 季節の見どころ歩き　講師パークセンター職員

9(土)午前10時～11時30分

10(日)午前10時～11時30分

野草ウオッチング　講師白鳥四郎氏

昆虫ウオッチング　講師自然解説員・佐藤隆士氏

16(土午 前10時～11 時30分 バードウオッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

申当日パークセンターで　先着25人　費用無料　※雨天中止

相談 毎週水土日曜日と祝日午前10時
～正午　午後1時～午後3時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9時～午後4時30 分

21世紀の森と広場パークセン

ター

戸定歴史館の催し物は１面をこ覧ください

救急医療体制

相談はすべて無料です

市社会教育課℡366-7462 番

文化施設だより

市民会館

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　会　場　　問

人権相談

第1～第４金曜日

午前10時～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ

市 松千
援 戸葉
護 支地
課 局方
庶　 法
務　 務
係　 局

11(月) 馬橋支所

12火 六実支所

12火 小金支所

6水 常盤平支所

6水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7木
小金原市民センター

※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(℡363-6278番)でも行っています。

心

配ご

Ｉ　と

相

談

ゆうまつど

こころの相談

女性就業相談

女性パート

労働相談

第1～第４金曜日

午前10時～午後３時

市役所相談ｺｰﾅｰ 社会福
祉協議
会36
6-0
503
番

11月 馬橋支所

12火 六実支所

12火 小金支所

6水・20水 常盤平支所

6水・20水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

7木・21木 小金原市民ｾﾝﾀｰ

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

℡363-0505 番

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

火･金曜日 午前10時～午後４時

12火 午後1時30分～4時30分
女性センター

℡364-8778 番

就学相談(予約制)

教育相談(予約制)
月～金曜日

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

教 育 研 究 所

℡366-7461 番

青少年相談

(電話･来所)
月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分
少年センター

℡363 ―7867番

相談名 期　　 日 時　　 間 会　 場
問

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室

市民相
談室※
金銭問
題の相
談も行
います

市政･一般 午前8時30分～午後5時

法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～５時

市

役
所

相
談
コ

｜
ナ

｜

次回は6月1日(月) 午前９時～正午

税務相談 第２金曜日 午後1時～５時

登記相談 第３金曜日 午後１時～４時30分

行政相談 第２・第４月曜日 午後1時～３時

住宅相談 毎週水曜日 午前10時～午後4時

外国人相談 第２・第４火曜日 午前９時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第３水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第３月曜日 午後１時～５時
商工観光

課労政係※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(℡361 ―4089番)でも行っていますo

巡

回

年

全

相

談

1金

午前10時～午後３時

常盤平支所
国

民年金課
摘要係
※左記以
外の日は
国民年金
課へ

課へ

8金 小金支所

12火 小金原支所

15(金) 馬橋支所

19火 六実支所

22(金) 新松戸支所

26火 矢切支所

29 金 東部支所

消費生活相談 月～金曜日 午前9 時～午後4 時
消費生活センター

℡365-6565 番

育 児 相談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ）
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所

℡367-4646 番

お気軽にご相談くださ

い

5月の相談あんない
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